
号

令和 5 年 10 月 5 日

殿

学長　小　川　　久　雄

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

熊本大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

熊大病医事第　 ７０

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人熊本大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和４年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒８６０－８５５５　熊本市中央区黒髪２丁目３９番１号

国立大学法人熊本大学

熊本大学病院

〒８６０－８５５６　熊本市中央区本荘１丁目１番１号

電話（０９６）３４２－２１１１　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

病理診断科脳神経内科 移植外科 形成外科 リハビリテーション科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

795 845

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

（単位：床）50



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

306 344 521 79

5 26 24.6 18 74

65 1 65.8 9

6

31 2 32.5

783 31 805.8 21 7

17

2 2 1 291

11 11 49 70

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 3 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

助産師

看護師 医療社会事業従事者臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

81

55

13

29

15

14

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 20

合計

9

8

21

15

30

22

5

337

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　馬場　秀夫　　） 任命年月日

　平成２９年４月～平成３０年３月まで、医療安全管理委員会委員
　令和　３年４月～　　　　　　　　　     　医療安全管理委員会委員長（熊本大学病院長）
　令和　３年４月～  　　　　　　　　　　　 医療安全対策に関するカンファレンス議長（熊本大学病院長）

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

653.32

1369.17

22.42

84

675.74

1453.17

1606.5

150.1233



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

30 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

591 ㎡ （主な設備）

137 ㎡ （主な設備）

518 ㎡ （主な設備）

187 ㎡ （主な設備）

112 ㎡ （主な設備）

1126 ㎡ 室数 室 人

2524 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

必要歯科医師数

必要薬剤師数

8

23

389

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
883

SR 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

SR

SR

SR

床面積

SR

SR

53

汎用自動分析装置、電解質測定装置、HbAlc分析装置

自動塗布装置、薬剤感受性装置、自動染色装置

床面積

共用する室名

SR

SR

2

収容定員

蔵書数

828

177000

病床数 16246

21

算出
根拠

自動固定包埋装置、自動染色装置、凍結切片作成装置

病理解剖台、臓器写真撮影装置、オートクレーブ

クリオスタット、遠心機、オートクレーブ

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 93.48 逆紹介率 111.29

5

14576

19055

1430

17122

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

　熊本大学ホームページによる公表

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

森髙 啓喜 森髙・吉見法律事務所
法律に関する見識を有
する者

1

馬見塚 まゆみ がんサロンネットワーク
医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

西平　淳子	
琉球大学病院安全管理

対策室
医療安全管理に関する
見識を有する者

1



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

62

1

62

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

0人　

1人　

13人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

6

15

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

反復経頭蓋磁気刺激療法　うつ病（急性期において当該療法が実施された患者に係るものであって、薬物
療法に抵抗性を有するものに限る。）

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法　成人Ｔ細胞白血病リンパ腫（症候を有
するくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法小腸腺がん（ステージがⅠ期、
Ⅱ期又はⅢ期であって、肉眼による観察及び病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限
る。）

マルチプレックス遺伝子パネル検査　進行再発固形がん（治療法が存在しないもの又は従来の治療法が終
了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限る。）

生体肝移植術 切除が不可能な肝門部胆管がん

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 22 56 マルファン症候群 2
2 筋萎縮性側索硬化症 107 57 エーラス・ダンロス症候群 3
3 脊髄性筋萎縮症 12 58 ウィルソン病 8
4 原発性側索硬化症 1 59 ウェルナー症候群 2
5 進行性核上性麻痺 50 60 プラダー・ウィリ症候群 3
6 パーキンソン病 237 61 22q11.2欠失症候群 1
7 大脳皮質基底核変性症 22 62 単心室症 1
8 ハンチントン病 1 63 ファロー四徴症 2
9 シャルコー・マリー・トゥース病 3 64 両大血管右室起始症 2
10 重症筋無力症 218 65 急速進行性糸球体腎炎 7
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 173 66 副甲状腺機能低下症 5

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
53 67 偽性副甲状腺機能低下症 1

13 封入体筋炎 20 68 副腎皮質刺激ホルモン不応症 2
14 クロウ・深瀬症候群 5 69 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1
15 多系統萎縮症 58 70 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 2
16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 122 71 フェニルケトン尿症 7
17 ライソゾーム病 23 72 プロピオン酸血症 2
18 副腎白質ジストロフィー 3 73 メチルマロン酸血症 2
19 ミトコンドリア病 21 74 尿素サイクル異常症 3
20 もやもや病 107 75 ポルフィリン症 3
21 プリオン病 4 76 肝型糖原病 7
22 HTLV-1関連脊髄症 25 77 脳腱黄色腫症 1
23 特発性基底核石灰化症 1 78 アッシャー症候群 2
24 全身性アミロイドーシス 313 79 好酸球性副鼻腔炎 29
25 遠位型ミオパチー 4 80 進行性白質脳症 2
26 神経線維腫症 70 81 シトリン欠損症  2

27 天疱瘡 33 82
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
5

28 表皮水疱症 1 83 特発性多中心性キャッスルマン病 9
29 膿疱性乾癬（汎発型） 18 84 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 1
30 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 85 原発性免疫不全症候群 4
31 中毒性表皮壊死症 4 86 IgＡ 腎症 102
32 高安動脈炎 30 87 多発性嚢胞腎 60
33 巨細胞性動脈炎 5 88 黄色靱帯骨化症 27
34 結節性多発動脈炎 21 89 後縦靱帯骨化症 79
35 顕微鏡的多発血管炎 49 90 広範脊柱管狭窄症 6
36 多発血管炎性肉芽腫症 20 91 特発性大腿骨頭壊死症 55
37 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 28 92 下垂体性ADH分泌異常症 27
38 悪性関節リウマチ 4 93 下垂体性TSH分泌亢進症 5
39 バージャー病 3 94 下垂体性PRL分泌亢進症 63
40 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 95 クッシング病 11
41 全身性エリテマトーデス 443 96 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
42 皮膚筋炎／多発性筋炎 255 97 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 55
43 全身性強皮症 314 98 下垂体前葉機能低下症 308
44 混合性結合組織病 61 99 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
45 シェーグレン症候群 113 100 先天性副腎皮質酵素欠損症 19
46 成人スチル病 15 101 アジソン病 2
47 再発性多発軟骨炎 4 102 サルコイドーシス 102
48 ベーチェット病 95 103 特発性間質性肺炎 126
49 特発性拡張型心筋症 129 104 肺動脈性肺高血圧症 40
50 肥大型心筋症 82 105 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 32
51 再生不良性貧血 38 106 リンパ脈管筋腫症 12
52 自己免疫性溶血性貧血 2 107 網膜色素変性症 24
53 発作性夜間ヘモグロビン尿症 12 108 バッド・キアリ症候群 3
54 特発性血小板減少性紫斑病 53 109 特発性門脈圧亢進症 9
55 弾性線維性仮性黄色腫 2 110 原発性硬化性胆管炎 8

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数
111 自己免疫性肝炎 34
112 クローン病 167
113 潰瘍性大腸炎 291
114 好酸球性消化管疾患 7
115 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
116 腸管神経節細胞僅少症 2

117 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

14

118 ブラウ症候群 2
119 筋ジストロフィー 34
120 脊髄空洞症 3
121 遺伝性ジストニア 2
122 脳表ヘモジデリン沈着症 4

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
1

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
6

125 前頭側頭葉変性症 12
126 先天性無痛無汗症 1
127 アイカルディ症候群 1
128 神経細胞移動異常症 1
129 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 14
130 レノックス・ガストー症候群 4
131 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 1
132 ＰＣＤＨ19関連症候群 1
133 結節性硬化症 17
134 色素性乾皮症 1
135 先天性魚鱗癬 2
136 家族性良性慢性天疱瘡 2
137 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 39
138 特発性後天性全身性無汗症 10
139 抗糸球体基底膜腎炎 4
140 一次性ネフローゼ症候群 86
141 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 3
142 紫斑病性腎炎 10
143 先天性腎性尿崩症 1
144 オスラー病 15
145 閉塞性細気管支炎 2
146 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 13
147 家族性地中海熱 3
148 慢性再発性多発性骨髄炎 1
149 強直性脊椎炎 9
150 骨形成不全症 1
151 軟骨無形成症 1

152
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
1

153 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4
154 後天性赤芽球癆 4
155 エプスタイン症候群 5
156 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
157 クロンカイト・カナダ症候群 3
158 胆道閉鎖症 15
159 遺伝性膵炎 2
160 ＩｇＧ４関連疾患 9
161 黄斑ジストロフィー 4
162 血栓性血小板減少性紫斑病 1
163
164
165

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 162
合計患者数（人） 5686



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・特定機能病院入院基本料１．一般病棟　イ　（７対１看護）

　・特定機能病院入院基本料３．精神病棟　ハ　（１３対１看
護）

　・入院栄養管理体制加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１（２０対１補助体制加算）

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上）

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上）
（夜間１００対１急性期看護補助体制加算）

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上）
（夜間看護体制加算）

　・看護職員夜間１２対１配置加算１

　・看護補助加算２（５０対１）（精神病棟）

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算２

　・緩和ケア診療加算

　・緩和ケア診療加算　個別栄養食事管理加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・無菌治療室管理加算２

　・感染対策向上加算１　指導強化加算

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・後発医薬品使用体制加算２

　・入退院支援加算２

　・入退院支援加算３

　・入院時支援加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算２のイ

　・地域医療体制確保加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・特定集中治療室管理料２

　・特定集中治療室管理料３

　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・総合周産期特定集中治療室管理料
（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・放射線治療病室管理加算１ 治療用放射性同位元素によ
る治療の場合

　・放射線治療病室管理加算２ 密封小線源による治療の場合

　・小児入院医療管理料２

　・小児入院医療管理料２に係る加算(プレイルーム加算）

　・小児入院医療管理料　無菌治療管理加算1

　・小児入院医療管理料　養育支援体制加算

　・感染対策向上加算１ 　・看護職員処遇改善評価料

　・医療安全対策加算１

　・精神科リエゾンチーム加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料➀）

高度の医療の提供の実績

　・外来栄養食事指導料の注３ 　・肝炎インターフェロン治療計画料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料　注２の加算 　・療養･就労両立支援指導料相談支援加算

　・外来栄養食事指導料の注２ 　・がん治療連携計画策定料

　・心臓ペースメーカー指導管理料（遠隔モニタリング加算） 　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・慢性維持透析患者外来医学管理料 腎代替療法実績加算 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・薬剤管理指導料

　・糖尿病合併症管理料 　・こころの連携指導料(Ⅱ)

　・がん患者指導管理料イ 　・検査・画像情報提供加算

　・がん患者指導管理料ハ 　・医療機器安全管理料１

　・がん患者指導管理料ロ 　・電子的診療情報評価料

　・がん患者指導管理料ニ 　・医療機器安全管理料２

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・在宅患者訪問看護・指導料

　・外来緩和ケア管理料 　・精神科退院時共同指導料2

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査（血液を検体とするもの）

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの）

　・一般不妊治療管理料 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・下肢創傷処置管理料 　・染色体検査 注2 流産検体を用いた絨毛検査

　・生殖補助医療管理料１ 　・遺伝学的検査

　・ニコチン依存症管理料
　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特
異性同定検査）

　・外来放射線照射診療料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・先天性代謝異常症検査

　・外来腫瘍化学療法診療料　連携充実加算 　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料②）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ＨＰＶ核酸検出 　・遠隔画像診断

　・ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・ポジトロン断層撮影

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・ＣＴ撮影

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・国際標準検査管理加算 　・ＭＲＩ撮影

　・遺伝カウンセリング加算 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・小児鎮静下MRI撮影加算

　・時間内歩行試験 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・シャトルウォーキングテスト 　・外来化学療法加算１

　・胎児心エコー法 　・無菌製剤処理料

　・ヘッドアップティルト試験 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・人工膵臓検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料の初期加算

　・皮下連続式グルコース測定 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料の初期加算

　・光トポグラフィー 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・脳波検査判断料１ 　・運動器リハビリテーション料の初期加算

　・神経学的検査 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・補聴器適合検査 　・呼吸器リハビリテーション料の初期加算

　・全視野精密網膜電図 　・がん患者リハビリテーション料

　・ロービジョン検査判断料 　・認知症患者リハビリテーション料

　・内服・点滴誘発試験 　・集団コミュニケーション療法料

　・センチネルリンパ節生検（片側） 　・経頭蓋磁気刺激療法

　・画像診断管理加算１ 　・通院・在宅精神療法　療養生活継続支援加算

　・画像診断管理加算２ 　・認知療法・認知行動療法１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料③）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・精神科作業療法 　・内視鏡下脳腫瘍生検術

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料
（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る。）

　・内視鏡下脳腫瘍摘出術

　・医療保護入院等診療料
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装
置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・レーザー機器加算(医科) 　・角結膜悪性腫瘍切除術

　・多血小板血漿処置 　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法））

　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの） 　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・人工腎臓　慢性維持透析を行った場合１ 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・導入期加算２
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・透析液水質確保加算 　・網膜再建術

　・慢性維持透析濾過加算 　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術

　・人工膵臓療法 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・血漿交換法　注２　難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋
白を呈する糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・人工中耳植込術

　・血漿交換法　注３　移植後抗体関連型拒絶反応治療 　・人工内耳植込術

　・一酸化窒素吸入療法
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

　・処置の休日加算１、時間外加算１、深夜加算１ 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・手術の休日加算１、時間外加算１、深夜加算１
　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・センチネルリンパ節加算 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・皮膚移植術（死体） 　・植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）
（乳房（再建手術）の場合に限る。）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術、骨悪性腫瘍手術 　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者）

　・処理骨再建加算
　・乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネルリンパ
節加算２

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）
（同種骨移植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限る）））

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わない
もの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料➃）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・経皮的下肢動脈形成術

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は1肺葉を
超えるものに限る）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱
腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術
（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）） 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴
門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・胆管悪性腫瘍手術
（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。）

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術
（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）） 　・腹腔鏡下肝切除術

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・胸腔鏡下弁形成術 　・生体部分肝移植術

　・胸腔鏡下弁置換術
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・同種死体肝移植術

　・経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術） 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・経皮的僧帽弁クリップ術 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・不整脈手術　４ 左心耳閉鎖術　ロ　経カテーテル的手術に
よるもの

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡支援機器を用いる
場合）

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡支援機器を用いる場
合）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・生体部分小腸移植術

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術（心筋電極の場合）

　・同種死体小腸移植術

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術（経静脈電極の場合）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術（心
筋リードの場合）

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いる場合又は皮下植込型リー
ドを用いるもの）及び植込型除細動器交換術（その他のもの）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・経静脈電極抜去術 　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペー
シング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極の場合）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペー
シング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 　・同種死体腎移植術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料⑤）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・生体腎移植術 　・外来放射線治療加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 　・高エネルギー放射線治療の１回線量増加加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・強度変調放射線治療（IMRT）の１回線量増加加算

　・人工尿道括約筋植込・置換術 　・高エネルギー放射線治療

　・精巣内精子採取術 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・定位放射線治療

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 　・病理診断管理加算２

　・子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者） 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・医科点数表第２章第１０部手術通則第16号に掲げる手術（胃瘻造
設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。））

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・体外式膜型人工肺管理料 　・歯科外来診療環境体制加算２

　・輸血管理料Ⅰ 　・歯科診療特別対応連携加算

　・コーディネート体制充実加算 　・医療機器安全管理料（歯科）

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・歯科治療時医療管理料

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・口腔細菌定量検査

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ

　・麻酔管理料（Ⅰ） 　・有床義歯咀嚼機能検査２のロ

　・麻酔管理料（Ⅱ） 　・咀嚼能力検査

　・周術期薬剤管理加算 　・咬合圧検査

　・放射線治療専任加算 　・精密触覚機能検査

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料⑥）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・がん患者リハビリテーション料（歯科） 　・

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・

　・手術用顕微鏡加算 　・

　・口腔粘膜処置 　・

　・手術用顕微鏡を用いた歯根端切除手術 　・

　・手術時歯根面レーザー応用加算 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・レーザー機器加算(歯科) 　・

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算 　・

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー（１歯につき） 　・

　・入院時食事療養費（１） 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 16

剖検率（％） 6.8

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・神経変性疾患の遺伝子診断 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

68回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

200,000 補

委

3,950,000 補

委

2,100,000 補

委

300,000 補

委

10,000 補

委

2,000,000 補

委

4,200,000 補

委

230,000 補

委

241,360 補

委

532,352 補

委

1,200,000 補

委

1,159,255 補

委

294,766 補

委

802,024 補

委

504,885 補

委

811,914 補 16 件

委 小計 18,536,556円
16

インスリン抵抗性及び分泌低下
に対するマクロファージ増殖の病

態生理学的意義の検討

山田　沙梨恵 病院
独立行政法人日
本学術振興会

15
大規模災害の避難者における健
康被害の要因解明と新たな提言

笠岡　俊志 病院
独立行政法人日
本学術振興会

14
遺伝子改変マウスを用いた頭頸
部扁平上皮癌動物モデルの作

成

伊勢　桃子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

13
腫瘍随伴マクロファージの免疫
学的動態の制御による卵巣癌に

対する新規治療戦略の開発

本原　剛志 病院
独立行政法人日
本学術振興会

12
内分泌学的因子を包含した新た
な子宮内膜癌の分類と新規治療

戦略の確立

齋藤　文誉 病院
独立行政法人日
本学術振興会

11
T1ρmapping MRI評価と3次元
運動解析に基づく早期膝OA診

断の確立

中村　英一 病院
独立行政法人日
本学術振興会

10
悪性脳腫瘍におけるポリグルタミ
ル化制御による新規治療法の開

発

篠島　直樹 病院
独立行政法人日
本学術振興会

9
女性医師の就労継続・キャリア形

成推進のための実証的提言：
フィンランドとの比較研究

後藤　理英子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

8
microRNA-21の敗血症に対する
制御活性を用いた新たな診断・

治療法の開発

江嶋　正志 病院
独立行政法人日
本学術振興会

7
心腎連関におけるインドキシル
硫酸及び産生責任酵素Sult1a1

の毒性学的役割究明

齋藤　秀之 病院
独立行政法人日
本学術振興会

6
疲労度遷移ネットワークを用いた
子どもの抗疲労介入因子の同定

上土井　貴子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

5
拘縮と廃用性筋力低下の問題を
解決に導く次世代型療養支援体

系の構築

掃本　誠治 病院
独立行政法人日
本学術振興会

4
子宮がん自然発症マウスモデル
を用いたがん発生を制御する上

皮・間質の相互応答の解明

三上　芳喜 病院
独立行政法人日
本学術振興会

独立行政法人日
本学術振興会

3
革新的治療開発を目指した腸内
細菌Fusobacteriumと腫瘍免疫

の網羅的解析

馬場　祥史 病院
独立行政法人日
本学術振興会

2
胃癌間質の組織型別分子サブタ
イピングに基づいた抗ストローマ

治療戦略の開発

石本　崇胤 病院

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

1
臨床現場での多重課題における

意思決定要因の解明

松井　邦彦 病院
独立行政法人日
本学術振興会

（様式第3）
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

836,038 補

委

1,259,835 補

委

853,772 補

委

383,363 補

委

2,299,283 補

委

142,963 補

委

413,160 補

委

625,208 補

委

60,792 補

委

849,552 補

委

1,408,300 補

委

440,000 補

委

1,000,000 補

委

400,000 補

委

1,100,000 補

委

1,064,165 補

委

821,280 補

委

607,770 補 18 件

委 小計 14,565,481円
34

電子カルテ情報を利用した血液
培養実施状況及び菌血症患者

予後の網羅的解析

岡本　真一郎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

33
医学的見地と統計学的見地を融
合させた最適な転倒転落アセス

メントアルゴリズムの確立

山ノ内　祥訓 病院
独立行政法人日
本学術振興会

32
緑内障における、ミトコンドリアを
軸とした神経節細胞機能障害の

新規生体イメージング

瀧原　祐史 病院
独立行政法人日
本学術振興会

31
TGF-β2によるScx/Sox9共陽性
細胞を標的とした腱板修復促進

治療の開発

徳永　琢也 病院
独立行政法人日
本学術振興会

30
ITAMモチーフとStat1による破骨

細胞制御

藤本　徹 病院
独立行政法人日
本学術振興会

29
多発性嚢胞腎に対するセリンプ
ロテアーゼを標的とした新規治

療法の開発

柿添　豊 病院
独立行政法人日
本学術振興会

28
ドミノ肝移植レシピエントの心機
能評価を利用した心アミロイドー

シス早期診断法の開発

宇宿　弘輝 病院
独立行政法人日
本学術振興会

27
神経型ゴーシェー病における新
規の病態解析と治療薬の開発

城戸　淳 病院
独立行政法人日
本学術振興会

26
心臓CTを用いた心筋組織性状
評価：心アミロイドーシス診断スト

ラテジーの確立

尾田　済太郎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

25

逐次近似法再構成冠動脈
C20K07988Tが臨床転帰に与え
る影響に関する多施設無作為化

比較試験

尾田　済太郎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

24
仮性認知症としてのLate-onset
AD/HDに関する臨床的研究

佐々木　博之 病院
独立行政法人日
本学術振興会

23
AIを用いたCTテクスチャ解析に
よる大腸癌肝転移に対する化学

療法の治療効果予測

宮本　裕士 病院
独立行政法人日
本学術振興会

22
医療行為の結果を質向上する多
施設共同カイゼン研究デザイン

の確立に関する研究

近本　亮 病院
独立行政法人日
本学術振興会

21
舌癌におけるマクロファージマン
ノースレセプターの発現に関する

研究

竹本　梨紗 病院
独立行政法人日
本学術振興会

20
成人T細胞白血病リンパ腫にお
ける予後予測モデルおよび微小

残存病変の評価法の開発

井上　明威 病院
独立行政法人日
本学術振興会

19
閉塞血管のない急性心筋梗塞
（MINOCA）の診療実態及び病

態の解明

石井　正将 病院
独立行政法人日
本学術振興会

18
二層検出器CTによる腎機能障
害患者の低造影量プロトコル標

準化へ向けた包括的研究

田口　奈留美 病院
独立行政法人日
本学術振興会

17
小児CTにおける深層学習画像
再構成を用いた低被ばく撮影法

の開発

永山　泰教 病院
独立行政法人日
本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

2,080,398 補

委

2,213,327 補

委

801,634 補

委

2,502,219 補

委

414,744 補

委

1,916,182 補

委

2,207,509 補

委

1,858,577 補

委

1,136,407 補

委

1,061,703 補

委

1,787,810 補

委

986,724 補

委

2,088,000 補

委

1,551,511 補

委

593,002 補

委

1,005,236 補

委

1,177,800 補

委

900,000 補 18 件

委 小計 26,282,783円
52

浸透圧応答転写因子NFAT5に
よる腎間質の微小環境と血圧の

調節機序の検討

泉　裕一郎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

51
呼吸器疾患におけるXa因子阻
害薬の出血リスク因子の解析

濱田　昌平 病院
独立行政法人日
本学術振興会

50
手根管症候群手術症例を対象と
したアミロイドーシスの早期発見

に関する研究

髙潮　征爾 病院
独立行政法人日
本学術振興会

49
肥満型心不全の分子機構の解

明とその制御

松下　健一 病院
独立行政法人日
本学術振興会

48
肥満型心不全の分子機構の解

明とその制御

松下　健一 病院
独立行政法人日
本学術振興会

47
ALアミロイドーシスにおける線溶
系マーカーPAPの重要性とメカニ

ズム解析

上野志貴子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

46
粒子状物質による急性心筋梗塞
や院外心停止の発症および発症

メカニズムの解明

小島　淳 病院
独立行政法人日
本学術振興会

45
革新的治療法開発を目指した膵
癌のKRAS遺伝子変異subtypeの

網羅的解析

近本　亮 病院
独立行政法人日
本学術振興会

44
ALDH2遺伝子変異型アレル保

有者における心房細動再発につ
いての検討

星山　禎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

43
口腔癌におけるミトコンドリア動
態が及ぼす抗癌剤耐性機構の

解明と新規治療法の創出

川原　健太 病院
独立行政法人日
本学術振興会

42
βラクタム系薬の効果最大化が
切り開く耐性菌の個別MICを活

用した感染症治療新展開

尾田　一貴 病院
独立行政法人日
本学術振興会

41
慢性肝疾患におけるFPがもたら
す肝発癌の分子機構の解明とそ

の臨床応用

立山　雅邦 病院
独立行政法人日
本学術振興会

40
SIRT7の腸管組織における機能
解析および炎症性腸疾患との関

連の探索

古田　陽輝 病院
独立行政法人日
本学術振興会

39
4次元コーンビームCTを利用した
体内線量分布計算システムの確

立

下東　吉信 病院
独立行政法人日
本学術振興会

38
急性期脳卒中におけるてんかん
原生の解明（多施設前向き観察

研究）

松原　崇一朗 病院
独立行政法人日
本学術振興会

37
膵α細胞におけるHSP72による
グルカゴン分泌調節機構の解明

北野　さやか 病院
独立行政法人日
本学術振興会

36
肺癌に対する放射線療法と免疫
療法の有効性の関連解析および

最適な治療法の開発

坂田　晋也 病院
独立行政法人日
本学術振興会

35
セリンプロテアーゼ制御によるマ
ルチターゲット作用を活用した新

規AKI治療法の確立

成田　勇樹 病院
独立行政法人日
本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,634,033 補

委

1,706,941 補

委

1,009,630 補

委

1,370,123 補

委

100,000 補

委

1,518,974 補

委

980,534 補

委

900,000 補

委

1,194,935 補

委

1,615,568 補

委

2,854,920 補

委

1,145,511 補

委

2,206,680 補

委

1,207,090 補

委

890,534 補

委

1,798,825 補

委

910,919 補

委

2,373,910 補 18 件

委 小計 25,419,127円
70

革新的免疫治療開発を目指した
食道扁平上皮癌の免疫回避機
構解明と新規免疫治療の開発

問端　輔 病院
独立行政法人日
本学術振興会

69
マクロファージ増殖抑制を介した
GPR43による糖尿病心筋症発症

抑制の検討

花谷　聡子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

68
HIV-1タンパク質とRNAによるウ
イルス粒子形成メカニズムの解

明

中村　朋文 病院
独立行政法人日
本学術振興会

67
左室リバースリモデリングを目指
したHFrEFの新規治療ガイド指

標の確立

花谷　信介 病院
独立行政法人日
本学術振興会

66
強皮症関連肺高血圧症における
病態細分化と治療反応群の特定

についての検討

平川（寺田）今日
子

病院
独立行政法人日
本学術振興会

65
非アルコール性脂肪肝炎に伴う
サルコペニアの対策及び予後予

測マーカーの開発

瀬戸山　博子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

64
遺伝性トランスサイレチンアミロイ
ドーシスにおける脳アミロイド血

管症の病態解析

野村　隼也 病院
独立行政法人日
本学術振興会

63
全ゲノム関連解析による免疫

チェックポイント阻害剤の有害事
象予測因子の同定

宮本　英明 病院
独立行政法人日
本学術振興会

62
拡張不全心不全(HFpEF)におけ
る新規線維化関連因子の関与の

検討

山本　正啓 病院
独立行政法人日
本学術振興会

61
治療抵抗性口腔癌に対するmt-
tRNA修飾を標的とした新たな治

療戦略の構築

高橋　望 病院
独立行政法人日
本学術振興会

60
HAO1とビタミンDシグナルを介し
た後縦靱帯骨化症の病態解明と

治療法の開発

谷脇　琢也 病院
独立行政法人日
本学術振興会

59
麻酔薬による脳虚血患者周術期
の血液脳関門の機能変化の解

明と治療応用

賀耒　泰之 病院
独立行政法人日
本学術振興会

58
網羅的遺伝子解析に基づいた
膵癌に対する新規バイオマー
カー及び分子標的治療の開発

中川　茂樹 病院
独立行政法人日
本学術振興会

57
革新的治療法開発を目指した食
道胃接合部腺癌の網羅的ゲノム

解析

原田　和人 病院
独立行政法人日
本学術振興会

56
胆管発生と胆汁うっ滞性障害肝
の病態進展におけるSOX9関連

シグナル経路の機能解析

吉井　大貴 病院
独立行政法人日
本学術振興会

55
抗糖尿病効果を発揮する熱スト
レス応答経路の多臓器間クロス

トーク解明

近藤　龍也 病院
独立行政法人日
本学術振興会

54
骨髄異形成症候群に対する治療
標的としてのSALL4の機能的解

析

立津　央 病院
独立行政法人日
本学術振興会

53
成人T細胞白血病におけるプロ
ウイルス、ゲノム解析に関連する

免疫学的研究

野坂　生郷 病院
独立行政法人日
本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

3,270,972 補

委

2,588,537 補

委

1,338,489 補

委

1,200,157 補

委

8,253,817 補

委

1,300,000 補

委

145,660 補

委

1,100,000 補

委

1,300,000 補

委

500,000 補

委

1,200,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補

委

1,000,000 補

委

1,900,000 補

委

750,000 補

委

2,200,000 補 18 件

委 小計 31,247,632円
88

加齢による音声障害に対する
Sirt1を介した新たな治療法の開

発

宮丸　悟 病院
独立行政法人日
本学術振興会

87
患者検体由来膠芽腫オルガノイ
ド培養による膠芽腫個別化治療

法の開発

竹﨑　達也 病院
独立行政法人日
本学術振興会

86
妊娠糖尿病における血管内皮障
害メカニズムの解明　DPP-4阻害

薬の治療戦略

杉田　道子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

85
食道癌手術後の呼吸器合併症

減少を目指した革新的リスク評価
法の確立

吉田　直矢 病院
独立行政法人日
本学術振興会

84
HIV感染におけるケモカイン受容
体の動態解析とその多量体形成

を標的とした薬剤開発

中田　浩智 病院
独立行政法人日
本学術振興会

83
クローン性造血を介した炎症性

免疫疾患の機序の解明

平田　真哉 病院
独立行政法人日
本学術振興会

82
セリンプロテアーゼによる尿濃縮

メカニズムの解明

安達　政隆 病院
独立行政法人日
本学術振興会

81
糸球体機能における恒常性維持

とその破綻の分子基盤解明

森永　潤 病院
独立行政法人日
本学術振興会

80
酪酸菌製剤と免疫チェックポイン
ト阻害剤を併用した新規肺がん

治療戦略の開発

冨田　雄介 病院
独立行政法人日
本学術振興会

79
血管内皮機能に着目した肺動脈
性肺高血圧症への新たな治療

法確立のための研究

山本　英一郎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

78
早産児血液炎症マーカーと母体
情報の組み合わせによる胎児炎

症反応症候群評価法の開発

岩井　正憲 病院
独立行政法人日
本学術振興会

77
小血管の老化から解明するトラン
スサイレチンアミロイドーシスの病

態

三隅　洋平 病院
独立行政法人日
本学術振興会

76
子どもの生活習慣改善に導く個

別化研究

上土井　貴子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

75
スキルス胃がん間質ダイバーシ
ティの解明と治療標的の創出

石本　崇胤 病院
独立行政法人日
本学術振興会

74
脂質異常症に対するワクチン療

法の開発

深水　大天 病院
独立行政法人日
本学術振興会

73
p97/VCPを標的とした新規多発
性骨髄腫治療薬の開発に関する

研究

西村　直 病院
独立行政法人日
本学術振興会

72
血行性がん転移における循環ク

ラスターニッチの全貌解明

石本　崇胤 病院
独立行政法人日
本学術振興会

71
小細胞肺癌の幹細胞維持及び

薬剤耐性化におけるNotch
signalingの役割

本岡　大和 病院
独立行政法人日
本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,300,000 補

委

800,000 補

委

1,300,000 補

委

1,200,000 補

委

2,600,000 補

委

1,600,000 補

委

1,900,000 補

委

800,000 補

委

1,300,000 補

委

988,675 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補

委

2,100,000 補

委

1,400,000 補

委

200,000 補

委

1,300,000 補

委

1,300,000 補

委

656,333 補 18 件

委 小計 22,945,008円
106

網膜色素上皮細胞における上皮
間葉-間葉上皮転換についての

研究

福島　亜矢子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

105
ヒト早発卵巣不全の発症に関わ
る減数分裂制御遺伝子の探索

小寺(原田)千聡 病院
独立行政法人日
本学術振興会

104
マクロファージのヘモグロビン処
理と卵巣チョコレート嚢胞の炎

症・発がんとの関連

楠木　槙 病院
独立行政法人日
本学術振興会

103
腰椎椎間板変性メカニズムにお
けるアミロイドタンパク沈着の影

響の解析

中村　孝幸 病院
独立行政法人日
本学術振興会

102
変形性膝関節症における分子
シャペロンの機能解析および治

療への応用

久永　哲 病院
独立行政法人日
本学術振興会

101
脂質異常症ワクチンの適応拡大

を目指した基盤研究

深水　大天 病院
独立行政法人日
本学術振興会

100
HBZ-宿主タンパク質結合のATL
発がん機序における役割の解明

樋口　悠介 病院
独立行政法人日
本学術振興会

99
ATL患者における同種移植前後
の安全・有効なモガムリズマブ使

用に関する研究

井上　明威 病院
独立行政法人日
本学術振興会

98
皮膚悪性腫瘍におけるcell-free

DNAの解析

澤村　創一郎 病院
独立行政法人日
本学術振興会

97
急性腎障害に対するセリンプロ
テアーゼを標的とした新規治療

法の開発

中川　輝政 病院
独立行政法人日
本学術振興会

96
低分子化合物で誘導したヒト肝

前駆細胞を用いた先天性肝代謝
疾患モデルの創出

稲田　浩気 病院
独立行政法人日
本学術振興会

95
新規デバイスを用いた血液内

cfDNA解析による食道癌化学放
射線療法の効果予測

山﨑　明 病院
独立行政法人日
本学術振興会

94
エネルギー代謝補酵素に着目し
た胆道癌･膵癌化学療法抵抗性

機序の解明

長岡　克弥 病院
独立行政法人日
本学術振興会

93
網羅的ゲノム・エピゲノムプロファ
イリングによる表在型食道癌新規

リスク因子の検索

具嶋　亮介 病院
独立行政法人日
本学術振興会

92
頭頸部癌の緩和的放射線治療
における臨床レディオミクス治療

効果予測システムの開発

甲斐　祐大 病院
独立行政法人日
本学術振興会

91
糖尿病性腎症における低血糖誘
導ミトコンドリア由来活性酸素種

の寄与解析

梶原　伸宏 病院
独立行政法人日
本学術振興会

90
口腔癌の可塑的エピゲノム機構

の解明

中元　雅史 病院
独立行政法人日
本学術振興会

89
疾患マーカーとしての爪中

microRNAの検討

伊方　敏勝 病院
独立行政法人日
本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,100,000 補

委

400,000 補

委

2,200,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

800,000 補

委

200,000 補

委

300,000 補

委

4,000,000 補

委

600,000 補

委

1,240,000 補

委

600,000 補

委

500,000 補

委

169,231 補

委

11,429 補

委

1,000,000 補 18 件

委 小計 17,520,660円
124

遅延造影CTを用いた心アミロイ
ドーシス診断の検討

尾田　済太郎 病院

出水市病院事業

123
歩行可能なデュシエンヌ型筋ジ

ストロフィーの自然歴研究

小篠　史郎 病院 国立研究開発法
人国立精神・神経
医療研究センター

122

デュシェンヌ型筋ジストロフィーを
対象とした新たな患者レジストリ

を構築するための研究（Remudy-
DMD）

小篠　史郎 病院 国立研究開発法
人国立精神・神経
医療研究センター

121
「E-CFCPによる肝内cccDNA減
衰・枯渇効果のメカニズム解析」

青木　宏美 病院 国立研究開発法
人国立国際医療

研究センター

120
輸血医療の安全性向上のための

データ構築研究

米村　雄士 病院
独立行政法人日
本学術振興会

119
災害時における医療機関の役割
分担及び連携の検討に資する研

究

笠岡　俊志 病院
独立行政法人日
本学術振興会

118

「HTLV-1 総合対策」推進にお
けるキャリア対策の基盤整備と適
正な研究開発の推進に資する包
括的評価と提言のための研究

野坂　生郷 病院
独立行政法人日
本学術振興会

117
肝炎総合対策の拡充への新たな

アプローチに関する研究

瀬戸山　博子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

116
新たな手法を用いた肝炎ウイル
ス検査受検率・陽性者受診率の

向上に資する研究

瀬戸山　博子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

115
プリオン病及び遅発性ウイルス
感染症に関する調査研究班

野村　恵子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

114 スモンに関する調査研究

中原　圭一 病院
独立行政法人日
本学術振興会

113
EGFRの脂質ラフト抑留機構を標
的とした新たな頭頚部癌治療戦

略の開発

劉　隣 病院
独立行政法人日
本学術振興会

112
メラノーマに対する4-1BBL遺伝
子改変iPS細胞を用いた細胞医

薬開発

金子　春香 病院
独立行政法人日
本学術振興会

111
生命予後因子CYLDの病態解析
を突破口とした難治性卵巣癌の

新規薬物療法の開発

三宅　俊介 病院
独立行政法人日
本学術振興会

110
血管肉腫におけるTGF-βシグ

ナル伝達の解明と新規治療法の
探索

坂元　亮子 病院
独立行政法人日
本学術振興会

109
医療用ビッグデータを用いた大

腸癌予防のための適切な大腸内
視鏡検査間隔の検討

本田　宗倫 病院
独立行政法人日
本学術振興会

108
災害時の洗面所環境・機能確保
のための事業継続計画とその実

践に関する研究

内藤　久貴 病院
独立行政法人日
本学術振興会

107
利尿薬スピロノラクトンの口腔癌

治療への応用および新規治療法
の開発

坂田　純基 病院
独立行政法人日
本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

615 補

委

340,000 補

委

67,692 補

委

1,000,000 補

委

100,000 補

委

400,000 補

委

427,000 補

委

300,000 補

委

11,945,460 補

委

500,000 補

委

1,900,000 補

委

3,900,000 補

委

3,000,000 補

委

4,700,000 補

委

3,900,000 補

委

5,700,000 補

委

5,000,000 補

委

5,400,000 補 18 件

委 小計 48,580,767円
142

消化器癌の革新的治療法開発
を目指したハダカデバネズミ腸内

細菌のマルチオミクス解析

馬場　秀夫 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

141
ヒトT細胞白血病ウイルス1型が

コードするHBZによる発がん機構
の解明

松岡　雅雄 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

140
ATTRアミロイドーシスを真に克
服する病態解明とアミロイド・クリ

アランス療法

植田　光晴 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

139
カルシウム・リン代謝制御からの

骨恒常性および老化制御

宮本　健史 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

138
マルチオミクス統合解析を基にし
たグリオーマ再発・悪性化機構

解明と新規治療戦略創出

武笠　晃丈 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

137
医工連携によるミニチュアヒト肝
臓創成とそのex vivo培養がもた

らす革新的医療

山下　洋市 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

136
HTLV-1によるマルチモードウイ

ルス発がん機序の解明

安永　純一朗 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

135
うつ病のグリア抗うつ薬受容体
（LPA1）を基盤とした創薬・バイ

オマーカー研究

竹林　実 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

134
B型肝炎再活性化に対する、費

用対効果に優れた予防および治
療法の開発

野坂　生郷 病院
国立国際医療研

究センター

133
シングルセル・マルチオミックス

解析による線維化シグナルセット
ワークの全貌解明

石本　崇胤 病院
科学技術振興機

構

132

成人T細胞白血病に対する移植
後シクロフォスファミドを用いた非
血縁者間末梢血幹細胞移植法

の確立と移植後再発への対

野坂　生郷 病院
国立がん研究セン

ター

131
医師主導治験の実施（症例登録

及びプロトコル遂行）

山口　宗影 病院
国立大学法人千

葉大学

130

特発性心筋症の診療に直結する
エビデンス創出のためのAIを活
用した自動病理診断システムの

開発

髙潮　征爾 病院
公立大学法人奈
良県立医科大学

129
ベッカー型筋ジストロフィーの自

然歴研究の症例データ集積

小篠　史郎 病院 独立行政法人国
立病院機構まつも

と医療センター

128
HTLV-1の総合的な感染対策に

資する研究

野坂　生郷 病院
日本医療研究開

発機構

127

進展型小細胞肺癌患者に対する
初回治療カルボプラチン/エトポ
シド/アテゾリズマブ併用両方の

実地診療における有効

坂田　晋也 病院 公立大学法人和
歌山県立医科大

学

126
心房細動を伴う脳梗塞における
適切な直接口抗凝固薬開始時

期の探求

中島　誠 病院 国立研究開発法
人国立循環器病
院研究センター

125
再発又は難治性の成人T細胞白
血病・リンパ腫に対するニボルマ

ブの第Ⅱ相医師主導治験

野坂　生郷 病院
国立大学法人鹿

児島大学
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

300,000 補

委

900,000 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

1,100,000 補

委

700,000 補

委

600,000 補

委

1,200,000 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,200,000 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

400,000 補

委

800,000 補

委

1,100,000 補 18 件

委 小計 16,900,000円
160

リンパ節抗原提示細胞に着目し
た新たながん免疫療法の開発

矢津田　旬二 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

159
腎細胞癌・尿路上皮癌における

腫瘍内および全身性免疫環境の
統合的解析

元島　崇信 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

158
非小細胞肺癌縮小手術における

CDCA1-OSNA法の確立

鈴木　実 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

157
エキソソーム内包microRNA/遺
伝子制御による胃癌腹膜播種の

原因究明

藏重　淳二 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

156
癌関連線維芽細胞におけるC5a
受容体を標的とした膵癌幹細胞

制御

新田　英利 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

155
膵癌におけるHippo pathwayと癌
微小環境のinteractionの解明

東　孝暁 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

154
膵癌におけるPD-L1/PD-1クロス

トークが癌細胞に与える影響

今井　克憲 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

153
遺伝子異常によるWNTシグナル
ネットワークを介した膵発癌機構

の解明

杉原　栄孝 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

152
腫瘍間質細胞によって促進され
る胃癌腹膜播種進展メカニズム

の解明

安田　忠仁 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

151
新規治療薬開発を目指した腫瘍
微小環境におけるPD-L1発現の

意義と機序解明

塚本　雅代 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

150
胆汁酸トランスポーターを介した
糖代謝・脂質代謝制御機構の解

明と治療への応用

石井 規夫 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

149
急性骨髄性白血病におけるT細
胞系転写因子ネットワークの解

明

岩永　栄作 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

148
腎内慢性炎症と液性因子を軸と
した腎障害進行メカニズム及び

その制御に関する研究

向山　政志 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

147
濾紙血中のSMNタンパク測定に
よる脊髄性筋萎縮症の新生児ス

クリーニング

中村　公俊 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

146
分子結合技術を用いた新たな造
影剤による革新的がんMRI画像

化技術の開発

平井 俊範 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

145
胃癌腹膜播種における腫瘍不均
一性および腫瘍微小環境を標的

とした革新的治療法の開発

岩槻　政晃 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

144
脳血管周囲マクロファージが悪
性神経膠腫の増殖・浸潤に関わ

る病態の解明

植川　顕 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

143
大腸鋸歯状病変の発癌過程に
おける責任分子の同定と臨床応

用

庄野　孝 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

500,000 補

委

100,000 補

委

800,000 補

委

600,000 補

委

1,100,000 補

委

300,000 補

委

200,000 補

委

500,000 補

委

600,000 補

委

800,000 補

委

1,200,000 補

委

700,000 補

委

700,000 補

委

700,000 補

委

400,000 補

委

900,000 補

委

1,100,000 補

委

1,900,000 補 18 件

委 小計 13,100,000円
178

空間的遺伝子発現解析が拓く
Cdh1介在性の炎症性発癌機構

の解明と新規予防戦略

直江　秀昭 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

177
栄養環境がもたらすエピゲノム制
御変化の解明に基づく肝発癌増

殖進展の制御

佐々木　裕 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

176
新規エピゲノム解析技術による
新しいHBV-cccDNA制御メカニ

ズムの解明

渡邊　丈久 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

175
心房細動治療前心臓CTによる
心筋組織性状評価：撮像・評価

法確立と臨床的意義の解明

木藤　雅文 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

174
EOB-MRIとディープラーニング
を用いたHCC切除後の予後予

測システムの確立

中川　雅貴 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

173
人工知能を用いて多層検出器
CT画像より疑似的なMR画像を

作成する研究

中浦 猛 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

172
炭素13標識抗体を用いた体内物
質の低侵襲MRイメージング法の

開発

笹尾　明 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

171
ドラッグ・リポジショニングによる

LPA1受容体を標的とした新規抗
うつ薬の開発

梶谷　直人 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

170
びまん性肝腫瘍に対する症状緩
和効果の向上を目指した肝機能

温存放射線治療の開発

東家　亮 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

169
認知症原因疾患ごとの認知機能
低下の経年変化に関する研究

小山　明日香 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

168
細胞移植による内耳有毛細胞再

生

竹田　大樹 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

167
組織工学的手法を用いた甲状腺

の再生

西本　康兵 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

166
患者アバター技術を使用した再
発小細胞肺癌の薬剤耐性化メカ

ニズムの研究

藤野　孝介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

165
テノホビル(TDF)に対する新規耐
性HBVの同定と耐性メカニズム

の解明

林 佐奈衣 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

164
腎細胞癌におけるMicroRNA-
204-5pおよびTRPM3の機能解

析

倉橋 竜磨 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

163
Sirt7によるIRE1アセチル化を介
したHFpEF病態形成機構の解明

山村　智 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

162
舌癌発生過程におけるTreg排除

療法の研究

折田　頼尚 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

161
環境物質の経卵管的な卵巣暴
露による発癌機構の解明から導
かれる卵巣癌予防の外科戦略

片渕　秀隆 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,000,000 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

900,000 補

委

900,000 補

委

1,100,000 補

委

2,600,000 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

1,600,000 補

委

1,700,000 補

委

1,700,000 補

委

1,700,000 補

委

1,700,000 補

委

700,000 補 18 件

委 小計 22,800,000円
196

HTLV-1 Taxの間歇的発現に伴
うエピゲノム変容および発がん機

構解明

栗田 大輔 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

195
集合管オルガノイドを用いた多

発性嚢胞腎の治療法開発

倉岡　将平 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

194
網羅的遺伝子解析に基づいた

肝細胞癌微少脈管侵襲診断マイ
クロRNAシグニチャー樹立

山村　謙介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

193
DNAメチル化異常を標的とした
消化器癌の新規バイオマーカー

および治療法の開発

中村　健一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

192
GISTにおける薬剤耐性、悪性度
に関与する血清バイオマーカー

の同定

古閑　悠輝 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

191
YAP/TAZを介した膵癌癌関連線
維芽細胞の多様性獲得と癌進展

機序の解明

山尾　宣暢 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

190
口腔扁平上皮癌の免疫チェック
ポイント阻害薬耐性機序の解明

と新規治療戦略

永田　将士 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

189
エクソソームによる前転移ニッチ
形成を標的とした口腔がん転移

の革新的治療法開発

吉田　遼司 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

188
緑内障術後創傷治癒におけるエ
ピゲノム変化とメモリー効果に関

する研究

井上　俊洋 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

187
Xp11.2転座腎細胞癌多段階発

がん機構の解明

神波　大己 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

186
周術期心筋傷害の分子機序の

解明と制御法の検討

平田 直之 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

185
FusobacteriumによるNOD/NF-
κBを介した食道癌進展機序の

解明

野元　大地 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

184
ドラッグリポジショニングによる腫
瘍微小環境を標的とした革新的

治療法の開発

小澄　敬祐 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

183
西洋型食生活に関連する腸内フ
ローラによる発癌リスクとそのメカ

ニズム解明

有馬　浩太 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

182
褐色脂肪細胞活性調節における

マクロファージの役割の解明

瀬ﾉ口 隆文 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

181
褐色脂肪組織再生に関与する臓
器間連関因子の分子機序の解

明

阪口　雅司 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

180
RNAヘリケース変異がR-loopの
蓄積を招き造血器腫瘍を発症さ

せる機序の解明

松井 啓隆 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

179
腫瘍微小環境の制御を目指した
iPS細胞由来マクロファージ療法

福島　聡 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,600,000 補

委

1,700,000 補

委

1,700,000 補

委

900,000 補

委

1,400,000 補

委

1,600,000 補

委

1,500,000 補

委

2,100,000 補

委

900,000 補

委

1,500,000 補

委

1,000,000 補

委

900,000 補

委

1,300,000 補

委

1,000,000 補

委

1,100,000 補

委

1,500,000 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補 18 件

委 小計 23,900,000円
214

細胞性免疫による急性腎障害進
展機序に果たすMRP8の役割

桒原　孝成 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

213
糖尿病性腎症進展抑制を目指し
たエクソソーム阻害薬投与効果

の検討

水本　輝彦 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

212
自己免疫性肺胞蛋白症に対する
全肺洗浄の作用機序を理解する

ための基盤研究

坂上　拓郎 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

211
腫瘍関連マクロファージをター

ゲットとした小細胞肺癌の新規治
療戦略

入來　豊久 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

210
心内微小環境に着目したトランス
サイレチン型心アミロイドーシス

病態解明

辻田　賢一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

209
トレハロースによる腸-脳-心連関

の解明

荒木　智 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

208
急性心筋梗塞におけるLAG-3の

関連性の解明

藤末　昂一郎 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

207
統合的MRI解析を用いた

COVID-19神経学的後遺症に関
する脳病態解明

上谷 浩之 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

206
海馬アストロサイトに着目した電
気けいれん療法の作用機序解

明

朴 秀賢 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

205
大腸癌に対する革新的治療戦略
構築を目指した患者体組成に関

する網羅的解析

徳永　竜馬 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

204
胎児腸管免疫プライミングを標的
とした脳および腸の機能障害の

発生機序の解明

近藤 英治 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

203
生体吸収形状記憶膵臓クリップ

を用いた革新的膵切離法に関す
る医工連携研究

山下　洋市 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

202
インスリン受容体β鎖と転写因子
FoxK1/2の核内共移行機序と標

的遺伝子の解析

荒木　栄一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

201
口腔扁平上皮癌における放射線
耐性機構解明とスルファサラジン

併用療法の有効性の検討

中嶋　光 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

200
緑内障術後創傷治癒過程にお

けるMCP-1/CCR2の役割の解明

小島　祥 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

199
食道癌におけるT cell informed

phenotypeの網羅的解析

八木　泰佑 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

198
CCL8によるPD-L2および免疫

チェックポイント関連分子発現の
メカニズム解析

岡留　一雄 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

197
胃がん間質細胞による新しい血

行性転移メカニズムの解明

内原　智幸 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会
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1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,300,000 補

委

1,200,000 補

委

1,100,000 補

委

1,600,000 補

委

1,100,000 補

委

1,200,000 補

委

1,200,000 補

委

1,100,000 補

委

1,700,000 補

委

1,600,000 補

委

1,900,000 補

委

700,000 補

委

2,100,000 補

委

700,000 補

委

1,700,000 補

委

1,700,000 補

委

1,900,000 補

委

1,400,000 補 18 件

委 小計 25,200,000円
232

アセトアミノフェンの鎮痛機序の
解明

中村 真吾 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

231
糖・アミノ酸代謝シフトによる膵が

ん代謝制御機構の解明

伊東山　瑠美 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

230
大腸癌に対するがん免疫療法に
おける革新的治療予測バイオ

マーカーの探索

清住　雄希 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

229
BHLHE40およびPHD3による膵
β細胞低酸素応答メカニズムの

解明

津山　友徳 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

228
遺伝子改変iPS由来ミエロイドライ
ンと免疫チェックポイント阻害薬

併用療法の開発

木村　俊寛 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

227
糖尿病性腎臓病における糸球体
病変形成機序解明を目指した細

胞連関の解析

藤本 大介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

226
総合的血栓形成能を用いた

DOACs内服患者の塞栓症/出血
性合併症予測モデルの開発

伊藤　美和 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

225
新規免疫治療標的やバイオマー
カー同定のための胃癌腹膜播種

の動的免疫微小環境の解析

山下　晃平 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

224
MYCとPGC1αが制御する癌代
謝と腫瘍免疫を標的とした新規

肝細胞癌治療法の開発

北野　雄希 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

223
肝癌におけるC5aRとPD-L1阻害
剤との相互作用を介した革新的

治療の開発

甲斐田　剛圭 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

222
メカノセレクション仮説から迫る循
環腫瘍細胞クラスターの特性解

明

神力　悟 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

221
線維柱帯細胞の圧ストレス応答と

房水流出抵抗の関係

藤本　智和 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

220
マクロファージのITAMシグナル
を介したインプラントへの生体応

答制御

岡元　信和 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

219
肉腫の転移に関わる免疫微小環
境を標的とした新規治療法の開

発

白石　大偉輔 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

218
非小細胞肺癌における腫瘍関連
好中球浸潤の分子メカニズムと

その臨床的意義の解明

池田　公英 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

217
肝細胞癌切除新鮮組織からの細
胞分離による腫瘍免疫細胞クロ

ストークの解明

遊佐　俊彦 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

216
がんーストローマ代謝物クロス

トークによる膵癌進展メカニズム
の解明

北村　文優 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

215
膵腺房細胞におけるインスリン作
用の意義と新規糖代謝調節機序

の解明

福田 一起 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

13/14



1  研究費補助等の実績

金   額
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700,000 補

委
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239
医師の労働時間短縮のための手

法に関する検討

馬場　秀夫 生命科学研究部

厚生労働省

238

新生児スクリーニング対象疾患
等の先天代謝異常症における生
涯にわたる診療体制の整備に関

する研究

中村　公俊 生命科学研究部

厚生労働省

237
口腔扁平上皮癌における抗腫瘍
ウィルスを用いた新規治療開発

に関する研究

郷原　俊輔 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

236
免疫チェックポイント阻害薬投与

時の栄養管理に関する研究

猿渡　功一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

235
口腔がんの転移制御実現のため
の革新的診断法・治療法の開発

山名　啓介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

234
上皮性卵巣癌の治療過程にお

けるマクロファージ制御の有用性
に関する検討

坪木　純子 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

233
メソトレキサート耐性中枢神経原
発悪性リンパ腫に対する新規治

療標的の探索

藤本　健二 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会
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1

Jodai Y, Hamada S, Yamada 
M, Masuda Y, Anai M, 
Jodai T, Tomita Y, Saeki S, 
Ichiyasu H, Sakagami T.

呼吸器内科

Primary lung sebaceous 
carcinoma successfully 
treated with 
radiotherapy and 
pembrolizumab: a case 
report. 

Thorac Cancer. 2023 
Jan;14(3):331-335.

Case report

2

Furukawa T, Akaike K, 
Iyama S, Masunaga A, 
Tomita Y, Saeki S, Ichiyasu 
H, Sakagami T.

呼吸器内科

Interstitial Lung Disease 
in Adulthood Associated 
with Surfactant Protein 
C Gene Mutation in a 
Patient with a History of 
Lipoid Pneumonia in 
Infancy: A Case Report.

Intern Med. 2023 Jan 
15.  doi: 
10.2169/internalmedicin
e.0980-22.  Online 
ahead of print.

Case report

3

Imamura K, Tomita Y, Sato 
R, Ikeda T, Iyama S, Jodai 
T, Takahashi M, Takaki A, 
Akaike K, Hamada S, 
Sakata S, Saruwatari K, 
Saeki S, Ikeda K, Suzuki M, 
Sakagami T.

呼吸器内科

Clinical Implications and 
Molecular 
Characterization of 
Drebrin-Positive, 
Tumor-Infiltrating 
Exhausted T Cells in 
Lung Cancer.

Int J Mol Sci. 2022 Nov 
8;23(22):13723.

Original Article

4

Akaike K, Saruwatari K, 
Matsushima R, Fujino K, 
Morinaga J, Oda S, 
Takahashi H, Shiraishi S, 
Okabayashi H, Hamada S, 
Tomita Y, Masunaga A, 
Saeki S, Ikeda K, Ichiyasu 
H, Suzuki M, Sakagami T.

呼吸器内科

Clinical impact of 
SUVmax of interstitial 
lesions in lung cancer 
patients with interstitial 
lung disease who 
underwent pulmonary 
resection.

J Thorac Dis. 2022 
Oct;14(10):3801-3810.

Original Article

5

Anai M, Yoshida C, Izumi 
H, Muramoto K, Saruwatari 
K, Tomita Y, Ichiyasu H, 
Sakagami T.

呼吸器内科

Successful treatment 
with dupilumab for 
mucus plugs in severe 
asthma.

Respirol Case Rep. 2022 
Dec 15;11(1):e01074.

Case report

小計　５

高度の医療技術の開発及び評価の実績（論文発表等の実績）
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6 Ikeda T and Tomita Y. 呼吸器内科

Statistical concern 
regarding the 
relationship of change in 
mucus plug score with 
airflow over time.

Am J Respir Crit Care 
Med. 2022 Nov 
15;206(10):1299

Letter

7

Tomita Y, Goto Y, Sakata 
S, Imamura K, Minemura A, 
Oka K, Hayashi A, Jodai T, 
Akaike K, Anai M, Hamada 
S, Iyama S, Saruwatari K, 
Saeki S, Takahashi M, Ikeda 
T, Sakagami T.

呼吸器内科

Clostridium butyricum 
therapy restores the 
decreased efficacy of 
immune checkpoint 
blockade in lung cancer 
patients receiving proton 
pump inhibitors.

OncoImmunology. 2022 
May 27;11(1):2081010.

Original Article

8

Anai M, Saruwatari K, Ikeda 
T, Oda S, Tajima Y, Jodai 
T, Sakata S, Iyama S, 
Tomita Y, Saeki S, Ichiyasu 
H, Sakagami T.

呼吸器内科

Clinical impact of 
cerebral infarction in 
patients with non-small 
cell lung cancer.

Int J Clin Oncol. 2022 
May;27(5):863-870.

Original Article

9
Matsuno K ,Sonoda T, 
Tanaka Y

消化器内科

Ischemic change in 
gastric mucosa due to 
gastric wall expansion 
with air supply: Real-
time capture in upper 
gastrointestinal 
endoscopy

Digestive Endoscopy
2022 Jul, 34, 5, e113-
e114

Original Article

10

Shimakawa Y, Ndow G, 
Cerceau T, Ceesay A, 
Kaneko A,  Hasegawa A, 
Yamamoto N, Aoyagi K,  
Vincent J-P, Watanabe T, 
Baba M, Sanneh B, Baldeh 
I, Njie R, D’Alessandro U, 
Mendy M, Chemin I, Thursz 
M-R,Lemoine M and 
Tanaka Y

消化器内科

Rapid point-of-care test 
for hepatitis B core-
related antigen to 
diagnose high viral load 
in resource-limited 
settings

Clin Gastroenterol 
Hepatol
2022 Jun, S1542-
3565(22)00554-7	

Original Article
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11
Watanabe T, Hayashi S, 
Tanaka Y

消化器内科
Drug Discovery Study 
Aimed at a Functional 
Cure for HBV

Viruses	
2022 Jun, 14, 7, 1393

Review

12

Matsuno K, Miyamoto H, 
Kitada H, Yoshimatsu S, 
Tamura F,  Sakurai K, 
Fukubayashi K, Shono T,  
Setoyama H, Matsuyama T, 
Suko S, Narita R, Honda M, 
Tateyama M, Naoe H, 
Morinaga J, Tanaka Y, 
Gushima R

消化器内科

Comparison of 
endoscopic submucosal 
resection with ligation 
and endoscopic 
submucosal dissection 
for small rectal 
neuroendocrine tumors: 
A multicenter 
retrospective study

DEN Open	
2022 Sep, 3, 1, e163	

Original Article

13

Tokunaga T, Tateyama M, 
Kondo Y,  Miuma S,  
Miyase S, Tanaka K,  
Narahara S, Inada H, 
Kurano S, Yoshimaru Y, 
Nagaoka K, Watanabe T, 
Setoyama H, Fukubayashi 
K, Tanaka M, Tanaka Y

消化器内科

Therapeutic 
Modifications without 
Discontinuation of 
Atezolizumab Plus 
Bevacizumab Therapy 
Are Associated with 
Favorable Overall 
Survival and Time to 
Progression in Patients 
with Unresectable 
Hepatocellular 
Carcinoma

Cancers (Basel)
2023 Mar, 15, 5, 1568	

Original Article

14
Kondo Y,Morosawa 
T,Minami S, Tanaka Y

消化器内科

DEB-TACE combined 
with hepatic artery 
infusion chemotherapy 
might be an affordable 
treatment option for 
advanced stage of HCC.

Sci Rep
2022 Oct, 12, 1, 16868

Original Article

15

Gushima R, Miyamoto H, 
Imamura M, Sonoda T, 
Matsuno K, Yamasaki A, 
Furuta Y, Hashigo S, 
Tateyama M, Naoe H, 
Tanaka Y

光学医療診療部(消化器
内科)

Mixed Neuroendocrine 
Non-Neuroendocrine 
Neoplasm Arising in the 
Ectopic Gastric Mucosa 
of Esophagus

Case Rep Gastroenterol
2022 Dec, 16, 3, 637-
645

Case report

小計　５
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16

Shichijo T, Nosaka K, 
Tatetsu H, Higuchi Y, Endo 
S, Inoue Y, Toyoda K, 
Kikukawa Y, Kawakita T, 
Yasunaga JI, Matsuoka M.

血液・膠原病・感染症内
科

がんセンター

Beneficial impact of 
first-line 
mogamulizumab-
containing chemotherapy 
in adult T-cell 
leukaemia-lymphoma.

Br J Haematol
2022 Sep;198(6):983-
987

Original Article

17
Kawano Y, Hata H, 
Takashio S, Tsujita K, Ueda 
M, Matsuoka M.

血液・膠原病・感染症内
科

Daratumumab, 
lenalidomide and 
dexamethasone in newly 
diagnosed systemic light 
chain amyloidosis 
patients associated with 
multiple myeloma.

Br J Haematol 
2022 Aug;198(3):e38-
e41

Letter

18 Kawano Y, Matsuoka M.
血液・膠原病・感染症内

科

Difference in Clinical 
Assessments of Multiple 
Myeloma by 
Immunofixation 
Electrophoresis Systems.

International Journal of 
Myeloma 
2023 Feb;13(1): 1–5

Original Article

19 Uchiba M, Matsuoka M.
血液・膠原病・感染症内

科

Using weighted harmonic 
mean for prediction of 
APTT in the mixing test.

Thrombosis Update 
2022 Aug;8, 100114

Original Article

20

Deng Q, Kakizoe Y, Iwata 
Y, Nakagawa T, Miyasato Y, 
Nakagawa M, Nishiguchi K, 
Nagayoshi Y, Adachi M, 
Narita Y, Izumi Y, 
Kuwabara T, Tsuda Y, 
Mukoyama M.

腎臓内科

The serine protease 
plasmin plays 
detrimental roles in 
epithelial sodium 
channel activation and 
podocyte injury in Dahl 
salt-sensitive rats.

Hypertens Res.　2023 
Jan; 46: 50-62.

Original Article
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21
Miyasato Y, Hanna RM, 
Morinaga J, Mukoyama M, 
Kalantar-Zadeh K.

腎臓内科

Prognostic Nutritional 
Index as a Predictor of 
Mortality in 101,616 
Patients Undergoing 
Hemodialysis.

Nutrients
. 2023 Jan; 15: 311. （オ
ンライン）

Original Article

22

Kakizoe Y, Nakagawa T, 
Iwata Y, Deng Q, Adachi M, 
Miyasato Y, Nakagawa M, 
Nagayoshi Y, Nishiguchi K, 
Narita Y, Izumi Y, 
Kuwabara T, Tomita K, 
Kitamura K, Mukoyama M.

腎臓内科

Camostat mesilate, a 
serine protease 
inhibitor, exerts 
aquaretic effects and 
decreases urinary 
exosomal AQP2 levels.

J Pharmacol Sci. 2022 
Dec;150: 204-210.

Original Article

23

Nagayoshi Y, Nishiguchi K, 
Yamamura R, Chujo T, 
Oshiumi H, Nagata H, 
Kaneko H, Yamamoto K, 
Nakata H, Sakakida K, 
Kunisawa A, Adachi M, 
Kakizoe Y, Mizobe T, 
Kuratsu JI, Shimada S, 
Nakamori Y, Matsuoka M, 
Mukoyama M, Wei FY, 
Tomizawa K.

腎臓内科

t6A and ms2t6A 
Modified Nucleosides in 
Serum and Urine as 
Strong Candidate 
Biomarkers of COVID-
19 Infection and 
Severity.

Biomolecules
. 2022 Sep; 12: 1233.
（オンライン）

Original Article

24 Mukoyama M, Kuwabara T 腎臓内科

Role of renin-
angiotensin system 
blockade in advanced 
CKD: to use or not to 
use?

Hypertens Res.
2022 Jun ;45: 1072-
1075.

Others

25

Hata Y, Date R, Fujimoto 
D, Ikeda HO, Umemoto S, 
Kanki T, Nishiguchi Y, 
Mizumoto T, Hayata M, 
Kakizoe Y, Izumi Y, 
Kakizuka A, Mukoyama M, 
Kuwabara T.

腎臓内科

A novel VCP modulator 
KUS121 exerts 
renoprotective effects in 
ischemia-reperfusion 
injury with retaining 
ATP and restoring 
ERAD-processing 
capacity.

Am J Physiol Renal 
Physiol. 2022 May; 322: 
F577-F586.

Original Article
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26

Sakaguchi M, Okagawa S, 
Okubo Y, Otsuka Y, 
Fukuda K, Igata M, Kondo 
T, Sato Y, Yoshizawa T, 
Fukuda T, Yamagata K, Cai 
W, Tseng YH, Sakaguchi N, 
Kahn CR, Araki E.

代謝内科学

Phosphatase Protector 
Alpha4 (α4) is involved 
in Adipocyte 
Maintenance and 
Mitochondrial 
Homeostasis through 
Regulation of Insulin 
Signaling.

Nature Communications 
13(1):7439, 2022.Oct

Original Article

27
Araki E, Harashima S, 
Nishida T, Nakamura J

代謝内科学

Efficacy and safety of 
once-weekly semaglutide 
in Japanese individuals 
with type 2 diabetes in 
the SUSTAIN 1, 2, 5 and 
9 trials: Post-hoc 
analysis.

Journal of Diabetes 
Investigation 
13(12):1971-1980, 
2022.Dec

Original Article

28
Araki E, Sakaguchi M, 
Fukuda K, Kondo T

代謝内科学

Potential of a glucagon-
like peptide-1 
receptor/glucose-
dependent insulinotropic 
polypeptide 
receptor/glucagon 
receptor triagonist for 
the treatment of obesity 
and type 2 diabetes.

Journal of Diabetes 
Investigation 
13(12):1958-1960, 
2022.Dec

Review

29

Saishouji F, Maeda S, 
Hamada H, Kimura N, 
Tamanoi A, Nishida S, 
Sakaguchi M, Igata M, 
Yokoo K, Kawakami F, 
Araki E, Kondo T.

代謝内科学

Ectopic ACTH-
producing 
neuroendocrine tumor 
occurring with large 
recurrent metastatic 
pheochromocytoma: a 
case report.

 BMC Endocrine 
Disorders 22(1):184, 
2022.Jul

Case report

30

Matsumura T, Makabe T, 
Ueda S, Fujimoto Y, 
Sadahiro K, Tsuruyama S, 
Ookubo Y, Kondo T, Araki 
E.

代謝内科学

Clinical Benefit of 
Switching from Low-
Dose to High-Dose 
Empagliflozin in Patients 
with Type 2 Diabetes. 

Diabetes Therapy 
13(9):1621-1634, 
2022.Sep

Original Article
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31
Araki H, Matsumura T, 
Furukawa N, Araki E

代謝内科学

Updates of incretin-
related drugs for the 
treatment of type 2 
diabetes

Journal of Diabetes 
Investigation. 14(2):189-
192. 2023.Feb

Review

32

Kuyama N, Takashio S, 
Nagakura T, Imamura M, 
Takamatsu K, Takae M, 
Hirakawa K, Yamanaga K, 
Hanatani S, Yamamoto E, 
Matsushita K, Ueda M, 
Tsujita K.

循環器内科

Anti-Kv1.4 Antibody 
Without Myasthenia 
Gravis: A Rare Cause of 
Autoimmune 
Myocarditisand 
Myositis.

JACC Case Rep. 2023 
Jan 27;9:101734.

Case report

33

Sumi H, Hoshiyama T, 
Morihisa K, Noda K, 
Kaneko S, Kanazawa H, 
Ishii M,Fujisue K, Sueta D, 
Takashio S, Usuku H, 
Matsushita K, Tsujita K.

循環器内科

Effect of contact vector 
direction on achieving 
cavotricuspid isthmus 
block.

 Sci Rep. 2023 Feb 
13;13(1):2579.

Original Article

34
Ishii M, Kawai T, Tsujita K, 
Igarashi A, Suzuki M, 
Deguchi H, Fernandez J.

循環器内科

Cost-Effectiveness of 
Vonoprazan Compared 
With Proton Pump 
Inhibitors in Patients 
Taking Low-Dose 
Aspirin for Secondary 
Prevention of 
Cardiovascular Events in 
Japan.

 Circ J. 2023 Jan 
25;87(2):348-359.

Original Article

35

Usuku H, Yamamoto E, 
Sueta D, Noguchi M, 
Fujisaki T, Egashira K, 
Morioka M,
Komorita T, Oike F, 
Fujisue K, Hanatani S, 
Arima Y, Takashio S, Oda 
S, Kawano H,
Matsushita K, Ueda M, 
Matsui H, Tsujita K.

中央検査部

Time-dependent change 
of relative　apical 
longitudinal strain index 
in patients with wild-
type transthyretin　
amyloid cardiomyopathy.

Int J Cardiol Heart 
Vasc. 2022 Nov 
5;43:101146.

Original Article
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36
Fujisaki T, Yamanaga K, 
Yamamoto E, Tsujita K.

循環器内科
Cancer Development 
Associated with 
Cardiovascular Diseases.

JMA J. 2022 Oct 
17;5(4):510-511.

Others

37

Hoshiyama T, Sumi H, 
Kaneko S, Kawahara Y, Ito 
M, Kanazawa H, Takashio 
S, Yamamoto E, Matsushita 
K, Tsujita K.

循環器内科

Placement of catheters 
without magnetic 
sensors in the coronary 
sinus without 
fluoroscopic guidance: 
Feasibility and safety 
evaluation.

J Arrhythm. 2022 Aug 
5;38(5):736-742.

Original Article

38
Tokai T, Takashio S, 
Kawano Y, Kidoh M, Oda S, 
Matsuoka M, Tsujita K.

循環器内科

Assessing the treatment 
effect of daratumumab 
by serial measurements 
of cardiac biomarkers 
and imaging parameters 
in light-chain cardiac 
amyloidosis.

J Cardiol Cases. 2022 
Jul 16;26(4):301-304.

Case report

39

Shirahama Y, Tabata N, 
Sakamoto K, Sato R, 
Yamanaga K, Fujisue K, 
Sueta D, Araki S, Takashio 
S, Arima Y, Hokimoto S, 
Sato K, Sakamoto T, Nakao 
K, Shimomura H, 
Matsumura T, Tayama S, 
Fujimoto K, Oshima S, 
Nakamura S, Tsunoda R, 
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Jan 1;236(1):189-197.
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Frailty and surgical 
outcomes in 
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Ann Gastroenterol Surg. 
2022 Jul 12;7(1):27-41.
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perioperative activities 
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Conversion surgery after 
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The impact of the 
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with metastatic 
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Pertuzumab retreatment 
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Factors affecting prognosis 
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H, Hibi T, Itano S.

小児外科・移植外科

Efficacy and Safety of 
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Study.

Oncology
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Others
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Short-term Outcomes of 
"Difficult" Laparoscopic 
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Report From INSTALL 
(International Survey on 
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Recent advances in 
surgical strategies and 
liver transplantation for 
hepatoblastoma.
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Review
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Tomita M, Okabe H, 
Masuda T, Ono A, Kuroda 
D, Kuroki H, Hirota M, 
Hibi T, Baba H, Sugita H.
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hepatic duct entering 
cystic duct successfully 
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  Asian J Endosc Surg
. 2023 Mar

Case report
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intestinal inflammation.
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Review
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therapy: A case report.
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Case report
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Kurahashi R, Murakami Y, 
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young adult.
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皮膚科・形成外科

A study of 95 infantile 
hemangiomas treated 
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potentially efficacious 
combination with laser 
therapy.

Drug Discov Ther
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Future prospects for 
cancer immunotherapy 
using induced 
pluripotent stem cell-
derived dendritic cells or 
macrophages.

Exp Dermatol
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296.

Review
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Mijiddorj M,Kajihara 
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H,Sawamura S,Makino 
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皮膚科・形成外科

Analysis of microsatellite 
instability using Promega 
panel in 
dermatofibrosarcoma 
protuberans.

Biosci Trends
. 2022 May 
17;16(2):176-177.
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Promising Blood-Based 
Biomarkers for 
Melanoma: Recent 
Progress of Liquid 
Biopsy and Its Future 
Perspectives.

Curr Treat Options 
Oncol
. 2022 Apr;23(4):562-
577.

Review
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Sawamura S,Makino K,Ide 
M,Shimada S,Kajihara 
I,Makino T, Jinnin 
M,Fukushima S

皮膚科・形成外科

Elevated Alpha 1(I) to 
Alpha 2(I) Collagen 
Ratio in Dermal 
Fibroblasts Possibly 
Contributes to Fibrosis 
in Systemic Sclerosis.

Int J Mol Sci
. 2022 Jun 
18;23(12):6811.
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Masuguchi S, Fukushima S.
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Relationship between 
Type 2 diabetes mellitus 
and aggressiveness of 
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67.
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J,Masuguchi S,Fukushima S
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Genomic mutation 
analysis of circulating 
tumor DNA in metastatic 
cutaneous squamous cell 
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J Dermatol Sci
. 2022 Apr;106(1):61-
64.
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Yamada-Kanazawa S, 
Mijiddorj M T,Kajihara 
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S,Makino K,Aoi 
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Upregulated androgen 
receptor variant-7 
mRNA and protein in 
extramammary Paget's 
disease

J Eur Acad Dermatol 
Venereol
. 2022 Sep;36(9):e724-
e726.

Letter
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Yamada-Kanazawa 
S,Mijiddorj MT,Kajihara 
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皮膚科・形成外科

Circulating 
phospholipase A2 group 
IV D DNA copies are 
elevated in psoriasis

J Eur Acad Dermatol 
Venereol
. 2022 Apr;36(4):e302-
e304.

Letter
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S, Fukushima S.
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Clinical significance of 
ERBB2 S310F mutation 
in extramammary Paget's 
disease.

J Dermatol
. 2022 Sep;49(9):e305-
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Letter

120

Sawamura S, Kajihara I, 
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levels in patients with 
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Nishimura Y, Nakamura-
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皮膚科・形成外科

Intertumor and 
intratumor heterogeneity 
of PIK3CA mutations in 
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J Dermatol
. 2022 May;49(5):508-
514.
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Kusaba Y, Kajihara I, 
Sawamura S, Kanemaru H, 
Makino K, Aoi J, Masuguchi 
S, Morinaga J, Fukushima S.

皮膚科・形成外科

Clinical significance of 
maximum standardized 
uptake value of positron 
emission 
tomography/computed 
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prognostic factor in 
extramammary Paget's 
disease.

J Dermatol
. 2022 Jun;49(6):e201-
e202.

Letter
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Kuriyama H, Kimura T, 
Mizuhashi S, Nishimura Y, 
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A Japanese case of 
melanoma of unknown 
origin with a rare 
BRAFV600R mutation 
was successfully treated 
with BRAF/MEK 
inhibitors.

Drug Discov Ther
. 2022 Nov 
20;16(5):256-257.

Case report

124
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M, Fukushima S.

皮膚科・形成外科

Nevus of Ota on the 
auricle successfully 
treated with Q-switched 
ruby laser.

Drug Discov Ther
. 2022 Nov 
20;16(5):254-255.

Case report
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Risk factors for 
intraocular pressure 
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period after ab interno 
trabeculotomy using a 
Kahook Dual Blade

BMC Ophthalmol
. 2022 Jul 30;22(1):327.

Original Article
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Nishimoto, Momoko Ise, 
Yasuhiro Samejima,
Shiro Ozasa, Kimitoshi 
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科

Therapeutic outcomes of 
laryngeal closure and 
laryngostomy in children
with recurrent 
pneumonia

Int J Pediatr 
Otorhinolaryngol. 2022 
Sep;160:111225.

Original Article
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Iwamoto A, Tsukamoto H, 
Nakayama H, Oshiumi H.

歯科口腔外科学講座

E3 Ubiquitin Ligase 
Riplet Is Expressed in T 
Cells and Suppresses T 
Cell-Mediated 
Antitumor Immune 
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J Immunol. 2022 Apr 
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H, Nakashima H, Takahashi 
N, Hirayama M, Nagata M, 
Hirosue , Kuwahara Y, 
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Lab Invest. 2022 
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based denoising method 
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in pituitary MRI: 
comparison with the 
conventional wavelet-
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Case report
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Case report
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3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

・ 研究者、研究責任者、研究部長及び病院長の責務 

・ 人を対象とする生命科学・医学系研究倫理審査申請の受付から審査までの業務手順 

・ 研究開始から終了に係る業務手順 

・ 研究の倫理、研究実施に必要な知識および技術に関する教育・研修 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年８回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

・ 熊本大学大学院生命科学研究部等医学系研究利益相反委員会の設置 

・ 臨床研究に係る利益相反申告書の提出 

・ 委員会による審査結果、指導・勧告、異議申し立て、情報開示 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年692回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 



 ・研修の主な内容 

令和2年・3年個人情報保護法の改正に伴う生命・医学系指針の改正について 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

・英語論文の抄読会 

・新患カンファレンス 

・手術カンファレンス 

・病理カンファレンス 

・画像診断カンファレンス 

・リサーチカンファレンス 

・症例検討会 

・実習トレーニング 

・スキルアップセミナー 

・各種勉強会 

・教員レクチャー など 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        210.500人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

坂上 拓郎 呼吸器内科 教授 25年  

田中 靖人 消化器内科 教授 31年  

松岡 雅雄 血液内科 教授 40年  

松岡 雅雄 膠原病内科 教授 40年  

向山 政志 腎臓内科 教授 39年  

荒木 栄一 糖尿病・代謝・

内分泌内科 

教授 39年  

辻田 賢一 循環器内科 教授 24年  

植田 光晴 脳神経内科 教授 23年  

福井 寿啓 心臓血管外科 教授 28年  

鈴木 実 呼吸器外科 教授 33年  

宮本 裕士 消化器外科 准教授 24年  

山本 豊 乳腺・内分泌外

科 

教授 31年  

日比 泰造 小児外科 教授 24年  

日比 泰造 移植外科 教授 24年  

神波 大己 泌尿器科 教授 30年  

近藤 英治 婦人科 教授 24年  

中村 公俊 小児科 教授 32年  

近藤 英治 産科 教授 24年  

宮本 健史 整形外科 教授 34年  

福島 聡 皮膚科 准教授 24年  

増口 信一 形成外科 講師 24年  



井上 俊洋 眼科 教授 25年  

折田 頼尚 耳鼻咽喉科・頭

頸部外科 

教授 26年  

中山 秀樹 歯科口腔外科 教授 26年  

平井 俊範 画像診断・治療

科 

教授 33年  

大屋 夏生 放射線治療科 教授 35年  

竹林 実 神経精神科 教授 30年  

武笠 晃丈 脳神経外科 教授 28年  

平田 直之 麻酔科 教授 22年  

松井 啓隆 中央検査部 教授 27年  

入江 弘基 救急部 教授 27年  

三上 芳喜 病理部 教授 32年  

松岡 雅雄 感染免疫診療部 教授 40年  

宮本 健史 リハビリテーシ

ョン部 

教授 34年  

松井 邦彦 地域医療・総合

診療実践学寄附

講座（地域医療

支援センター） 

教授・センター長 33年 総合診療 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  【薬剤部】 
職員研修を目的として、定期的に新薬説明会、薬の勉強会、薬剤管理指導検討会、病棟

業務関連研修等を開催している。 
【看護部】 

教育理念・教育方針のもと、毎年院内教育計画を策定し、実施している。 
【中央検査部】 

特定機能病院として高度な臨床検査体制を構築するため、別紙の研修を実施しており、臨
床検査の精度保証の向上に努めている。 

【ME機器センター】 
特定機能病院として、医療機器使用を伴う高度な診療や検査等に対応できるよう、研修

を実施している。 
【中央放射線部】 

特定機能病院としての高度な救急医療や高精度な放射線治療に対応できるよう、研修を
実施している。 

 

・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

【薬剤部】 
別紙（１）のとおり 

【看護部】 
別紙（２）のとおり 

【中央検査部】 
別紙（３）のとおり 

【ME機器センター】 
別紙（４）のとおり 

【中央放射線部】 
別紙（５）のとおり 
 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・・・「個人情報保護」、「院内感染対策」、「医療安全管理」及び「医療 

機器の安全な使用について」について、医療業務に携わる上で、各職員が必ず習得しておく 

べき基本的かつ重要な事項について周知徹底させる 

 ・研修の期間・実施回数・・・令和４年４月１日(金) 外 

※採用者があり次第、随時実施 



 ・研修の参加人数･･･２７３名 

(内訳：４月１日採用者１０９名、中途採用者９４名、復職者７０名) 

※令和４年度実績 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 

 ・研修の期間・実施回数 

 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



別紙（１）

令和4年度の実績 【薬剤部】

1
2022年度育児休業取得後の
復職者に対する集中講義

令和4年4月1日(金) ～ 令和5年3月31日(金) 復職時3日間 2名

2
2022年度新採用職員に対す

る集中講義・研修
令和4年4月1日(金) ～ 令和5年3月31日(金)

随時
採用後

１ヶ月間
6名

3 薬剤管理指導検討会 令和4年4月1日(金) ～ 令和5年4月2日(日) 10回 323名
4 病棟業務関連基礎研修 令和5年2月1日(水) ～ 令和5年3月31日(金) 4回 19名
5 新薬説明会 令和4年4月1日(金) ～ 令和5年4月4日(火) 27回 851名
6 くすりの勉強会 令和4年4月1日(金) ～ 令和5年3月31日(金) 4回 70名
7 医療安全研修 令和4年4月1日(金) ～ 令和5年3月31日(金) 10回 486名

8
熊本大学病院薬剤部・地域

医療連携研修会
令和4年9月29日(木) ～ 令和5年3月14日(火) 2回 保険薬局外部を含め100名

参加数

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

NO 研　修　名 期間 実施回数



2022年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

新規採用者オリエンテーション

2022年度新規採用者
2021年度中途採用者
（2022年4月採用者）

病院・看護部の組織と機
能を学び、看護師としての
心構えを習得できる

病院・看護部の組織・方針、病棟
と各部門との関係、看護支援シス
テムの概念および看護記録、院内
教育、医療業務及び関係法令、
病院全体の組織、就業規則、中
央部門の看護関連部門、接遇

講義
e-ラーニング

4/1（金）～4/7
（木）

医療の質・安全管理
部、感染制御部、事務
職員、看護部、教育支
援室、中央部門看護師

長

医学総合研究棟3階講習
室

東病棟12階多目的ホール
63人 25時間15分

社会人としての基本姿勢と
コミュニケーションⅠ

2022年度新規採用看
護師

１）社会人として自覚と責
任ある行動が取れる
２）社会人として「報告・連
絡・相談」を実施できる
３）組織における役割、心
構えを理解する

社会人としての心構えと組織にお
ける役割、コミュニケーションのとり
方、専門職業人としての基本的姿
勢と態度、医療者にとって必要な
接遇について
接遇

講義
グループワーク

4/4（月）　
10:00～12:00

看護教育支援室
牛島輝美看護師長

東病棟12階多目的ホール 58人 ２時間

メンタルヘルス研修
2022年度新規採用看

護師

メンタルヘルスとは何かを
知り、自身の心の健康状
態に気づきストレスに対応
できる

１）ストレスとメンタルヘルス不調
２）セルフケア（ストレス対処法、考
え方のくせなど）
３）話すことの効果

講義
グループワーク

4/5（火）
8：30～9：30

熊本大学病院医療の
質・安全管理部：臨床

心理士　
一美奈緒子先生

東病棟12階多目的ホール 58人 １時間

現場における医療安全
2022年度新規採用者
2021年度中途採用者

医療安全管理に関する基
本的な考え方を理解する

組織における医療安全 講義
演習

4/5（火）
９：40～12：30

熊本大学病院ゼネラル
リスクマネージャー　
森山嘉子看護師長

東病棟12階多目的ホール 58人 ３時間

新人看護師のためのメンタルヘルス
2022年度新規採用看

護師

メンタルヘルスとは何かを
知り、自身の心の健康状
態に気づきストレスに対応
できる

１）職場における心の健康づくり
２）職場におけるメンタルヘルス対
策

講義
リモート

グループワーク
演習

４/６（水）
８：30～10：30

四天王寺大学看護学
部教授　

宇佐美しおり先生
東病棟12階多目的ホール 59人 ２時間

新人看護師のための
バイタルサイン測定研修

2022年度新規採用看
護師

１）バイタルサインの意義
が理解できる２）バイタル
サイン測定の正しい手技
を獲得できる３）臨床実践
に活かすことができる

１）バイタルサインの意義２）バイタ
ルサイン測定

講義
演習

４/６（水）
10：40～12：00

看護教育支援室
上坂智子

東病棟12階多目的ホール 58人 １時間２０分

研修名

基
礎
研
修



2022年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

看護倫理
2022年度新規採用看

護師

看護者の倫理とは何かを
理解し、日常の看護ケア
の中で看護師としてどのよ
うに行動すべきかを学ぶ

１）看護者の倫理綱領
２）看護ケアにおける倫理的問題
実践事例の検討

講義
グループワーク

4/6（水）
13：40～15：40

がん看護専門看護師　
岡本泰子看護師長

東病棟12階多目的ホール 59人 ２時間

感染対策基礎研修
2022年度新規採用看

護師

感染対策の基本を理解
し、感染予防のための手
指衛生と個人防護具の着
脱の実践ができる

１）院内感染対策の基本
２）標準予防策と感染経路別予防
策
３）針刺し・血液体液曝露防止対
策
４）医療廃棄物の分別方法・取り
扱い方法
５）演習（個人防護具の着脱方法・
手指消毒）

講義
演習

小テスト

4/7（木）
8:30～12:00

藤本陽子
手塚美奈

吉田真由美　
感染管理認定看護師

東病棟12階多目的ホール 59人 ３時間３０分

情報システム関連パソコン操作研修
2022年度新規採用者

ＫＡＩＪＵの基本操作を学
び、日常業務に活用でき
る

・ＫＡＩＪＵの基本操作　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

講義
演習

4/11（火）～4/13
（木）　

　　
　　
　　
　　
　　
　　

部署の都合のい
い時間帯で2時

看護情報リンクナース 各部署 59名 ２時間

新規採用看護師基礎研修
（注射与薬・輸液ポンプ）

2022年度新規採用看
護師

１）注射与薬のプロセスを
理解し、実践に活かす　
　　
　　
　　
　　
2）輸液ポンプ・シリンジポ
ンプの原理と使用方法を
理解し、実践に活かす

注射与薬プロセスおよび輸液ポン
プ・シリンジポンプ使用方法

講義　
　　

演習

4/16（土）
8:00～16:45

各部署の副看護師長、
実地指導者、看護部安

全対策委員会

東病棟12階多目的ホール　
　

各部署演習室

新規採用看護師
57名、副看護師
長　24名、実地

指導者41名

７時間45分

看護記録基礎研修（STEP1）
2022年度新規採用者

の新卒看護師

看護記録の意義と重要性
を理解し、観察した患者状
態を記録できる

・看護記録の目的、意義の講義
・写真を用いた事例の看護記録
記載
・研修生と指導者（看護情報リンク
ナース）で討議を行い、回答例を
用いた振り返りの実施

e-ラーニング
演習

4/19（火）
部署の都合の良
い時間帯で1時

間

野田　道代看護師長、
看護情報委員

各部署 47名 １時間

基
礎
研
修



2022年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

糖尿病看護基礎研修
2022年度採用看護師
（任期付看護師除く）

糖尿病に対する知識・技
術を身につけ、安全な看
護が提供できる

・糖尿病とは
・インスリン療法の基礎知識
・糖尿病治療薬について
・糖尿病看護とリスクマネージメン
ト
・実技演習

講義　
演習

4/28（木）
全体講義

8:30～10:00

演習
10：10～11：20
11：30～12：40
13：00～14：10

いずれかの時間
に参加

藤本美枝糖尿病看護
認定看護師

日本糖尿病療養指導
士13名

東病棟12階多目的ホール・
患者多目的室・セミナー室

２・セミナー室３
52人 ２時間４０分

心電図モニター基礎研修
2022年度新規採用看

護師

心電図モニタ使用時の
取り決めと安全な管理に
ついて理解できる

１）セントラルモニターとベッドサ
イドモニター、送信機について
２）心電図モニターとナースコー
ルの連動について
３）心電図モニター装着時の取
り決めについて
４）心電図モニター装着中の管
理について

e-ラーニング
部署での演習

５月９日(月）～５
月13日(金)

安全対策委員会 各部署
新規採用看護
師・助産師54名

２時間

IV基礎研修
2022年度新規採用看
護師（任期付看護師

除く）

・安全な静脈注射を実施
するための知識、基本的
な技術・態度を習得する
・本院の静脈注射実施基
準を理解し、倫理的側面
を考慮した行動がわかる
・静脈注射に必要な薬理
作用・解剖生理を理解し
実践にいかすことができる
・静脈注射に必要な安全・
感染管理の知識を習得
し、実践に活用できる
緊急時の報告・連絡がで
きる

・静脈注射実施基準と法的責任・
教育計画
・静脈注射に必要な解剖・生理
・看護師に必要な薬理作用の基
礎知識
・静脈注射に必要な緊急時の看
護
・静脈注射に必要な感染管理
・静脈注射に必要な安全管理

e-ラーニング
講義

筆記試験

6/3（木）
9：00～15：40

脳神経内科
植田明彦先生
薬学部部長

齋藤秀之先生
業務委員会

感染管理認定看護師
藤本陽子看護師長

医療の室・安全管理部
GRM

森山嘉子看護師長
救急看護認定看護師
村上志穂副看護師長

東病棟12階多目的ホール 55人 ５時間４０分

基
礎
研
修



2022年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

ＰＮＳ研修
2022年度新規採用看

護師

１）ＰＮＳ場面におけるロー
ルプレイを通して、PNSの
意義、マインドを理解でき
る　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

・ＰＮＳの基本　
・パートナーシップ理論とは
・パートナーシップ・マインドの3つ
の心
・パートナーシップに必要な3要素

動画視聴
講義
ＧＷ

7/29（金）　
　

14:00～16:10

パートナーシップ・シス
テム・マネジメント　

代表　上山香代子　先
生

東病棟12階多目的ホール 53人 ２時間１０分

社会人としての基本姿勢と
コミュニケーションⅡ

2022年度新規採用看
護師

１）社会人として自覚と責
任ある行動が取れる
２）社会人として「報告・連
絡・相談」を実施できる
３）組織における役割、心
構えを理解する

「看護職としての社会人基礎力と
は」
「看護部理念をふまえた社会人と
しての基本姿勢について」

講義
ＧＷ

6/20（月）
13:00～14:00

看護教育支援室　
牛島輝美看護師長

東病棟12階多目的ホール 51人 １時間

メンタルヘルスフォローアップ・
新人ピアカウンセリング研修

2022年度新規採用看
護師

１）自分が抱えているストレ
スの存在を知る
２）考え方の傾向を知り、
客観的に物事を認知して
いく力を身に付ける
３）ピアカウンセリングを行
うことで、リアリティショック
を緩和する

・現在のストレス度チェック
・ストレスの現れ方とその対処方法
・３ヶ月間の振り返り
・気持ちの共有

講義
ＧＷ

6/20（月）
14：00～16:00

熊本大学病院　医療の
質・安全管理部

臨床心理士　一美奈緒
子先生

東病棟12階多目的ホール 51人 ２時間

看護記録基礎研修（ステップⅡ）
「情報収集の仕方と整理」

2022年度新規採用看
護師

看護過程の概念を学び、
NANDA-Iの13領域にそっ
た情報収集と整理ができ
る

・看護過程とは
・NANDA-Iの13領域にそった情
報収集の仕方と整理
・グループワーク（ペーパーペイ
シェント事例を用いた情報の整
理）

講義
GW

7/15（金）
13:00～16:45

野田　道代看護師長
（看護情報委員会)

東病棟12階多目的ホール 43名 ３時間４５分

基
礎
研
修



2022年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

フィジカルアセスメント基礎研修/
BLS研修　 2022年度新規採用看

護師

・フィジカルアセスメント基
礎研修
１）フィジカルイグザミネー
ション技術を修得し正常と
異常のアセスメントができ
る
２）呼吸・循環・意識・腹部
のフィジカルアセスメントに
必要な知識を学ぶ
・BLS研修
１）一次救命処置の概要を
理解し技術を修得する
２）AEDを正しく理解し、使
用できる

・フィジカルアセスメント基礎研修
１）問診・視診・触診・聴診に必要
な講義
２）フィジカルイグザミネーション技
術の演習
３）シミュレーションを活用した正常
と異常の判断
・BLS研修
１）BLS・AEDに関する講義
２）シミュレーターを使用しBLS・
AEDの演習

講義　
　　

演習
GW

8/29（月）　
　　
　　

8/30（火）
8/31（水）

（※いずれか１日
に参加）

8:00～16:45

集中ケア認定看護師 
田中貴子副看護師長
救急看護認定看護師 

 
村上志穂看護師長

中央診療棟7階　
総合臨床研修センター

カンファレンス室・演習室

8/29:
15人
8/30:
16人
8/31:
15人

７時間45分

共有しよう　私の経験～経験を活か
し同期で乗り越えよう！！～

2022年度採用の看
護部・薬剤部・医療

技術部職員

自分の経験を共有し、要
因分析に基づいて改善
策を考え得られたことを
実践に活かす

確認不足事例を通して要因分
析・改善策を考える

講義、グルー
プワーク

令和4年 9/13
（火）、9/14(水)
17：00～17：45

医療の質・安全管理
部

近本亮
東病棟12階多目的ホール

9/13：31人
（看護師23人、
医療技術部4

人、薬剤部4人）
9/14：30人

（看護師23人、
薬剤部4人）

45分

新人研修「看護の中の気づき～患
者から学ぶ～」

2022年度新規採用看
護師

事例の振り返りやグループ
ディスカッションを通して、
自己の課題を明確にし、
看護実践に活かせる

・看護とは　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

講義
GW

11/26（土）　
　

8:00～11:30

聖マリアンナ学院大学
教授　

日高艶子先生
グループワークファシリ
テーター：教育担当副
看護師長、教育委員

東病棟12階多目的ﾎｰﾙ・
患者多目的室・セミナー室
２・中央診療棟7階ｶﾝﾌｧﾚﾝ
ｽ室・演習室（1～9）・ｼﾐｭ

ﾚｰｼｮﾝ室1

52人 ３時間30分

看護OSCE 2022年度新規採用看
護師

基本的臨床実践能力を客
観的に評価し、自己の課
題を明確にする

設定した模擬患者で課題を実施
し、評価を受ける

OSCE（客観的
臨床能力試験）

2023年1/23（月）
～1/26（木）
9:30～16:00
1/27（金）

9：30～14:40

教育委員会が評価表に
基づいて行う

中央診療棟７階 
演習室1～3、

シミュレーション室1
48人 30分

補講BLS
2022年度８月に実施
したBLS研修の未受

講者

１）一次救命処置の概要を
理解し、技術を獲得する
２）AEDを正しく理解し、使
用できる

BLSについて
講義
演習

2022年2/16（木）
16：00～16：45

村上志穂救急認定看
護師

中央診療棟７階 
演習室1～3

4人 45分

基
礎
研
修



2022年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

がん看護
(基礎編)

レベルⅠ
がん看護の基礎的知識を
理解し、実践に活かすこと
ができる

・がん看護概論
・がん薬物療法看護
・がん放射線療法看護
・がん性疼痛看護
・緩和ケア
・意思決定支援
・コミュニケーションスキルについ
て

講義
ロールプレイ

7/22（金）
8:30～16:45

がん看護専門看護師
岡本泰子

がん看護専門看護師　
石坂暁子　

がん性疼痛看護認定看
護師　

前田望花
緩和ケア認定看護師

内田新

東病棟12階多目的ホール 24人 7時間15分

看護過程研修
レベルⅠ以上 看護過程を理解し、事例

を展開することができる

・NANDA13領域の各項目の意
義、情報収集、アセスメントについ
て
・看護過程について

講義
ＧＷ

10/14（金）　
　　
　　
　

9:00～16:00

熊本大学大学院生命
科学研究部准教授　

松本智晴先生
東病棟12階多目的ホール 41人 6時間

急変時の対応 レベルⅠ

１）急変対応に必要な知識
とスキルを修得する
２）急変対応時のコミュニ
ケーション、チームワーク
の必要性について理解し
行動できる
３）緊急性と優先度の判断
が理解できる

１）急変対応に必要な知識
２）スキルトレーニング　
　　
　　
　　
　　
　　
３）コミュニケーションとチームワー
クについて　
　　
　　

講義
演習

R5/1/14（土）
午前:8:00～

12:00
午後:13:00～

17:00

救急・総合診療 入江弘
基教授

救急認定看護師 村上
志穂

集中ケア認定看護師　
田中貴子

中央診療棟7階臨床研修セ
ンター　カンファレンス室・演

習室・シミュレーション室
36人 ４時間

プリセプター研修：6ヶ月
2022年度プリセプ

ター

１）新人の半年間の成長度
合いを評価し、今後の指
導内容や方法を検討する
２）プリセプターの体験を
通して自己の関わり方や
自己成長を再確認する

１）新人看護師の特性、６ヶ月まで
の適応過程
２）新人の成長度合いの評価と今
後の指導のあり方
３）自己の振り返りと指導者として
の成長過程の確認

講義
ＧＷ

9/7（水）　
8:30～11:30

四天王寺大学看護学
部教授

宇佐美しおり先生
東病棟12階多目的ホール 36人 ３時間30分

看護管理 レベルⅡ-1

１）看護管理を理解し、部
署の運営に参画できる
２）チームメンバーとして主
体的に行動できる

１）看護管理とは
２）コンプライアンスとは

事前に看護補助
者体験
講義
ＧＷ

9/16（金）
13:30～16:30

井原国代副看護部長 東病棟12階多目的ホール 33人 ３時間

第29回
事例研究発表会

レベルⅡ-1

１）事例研究の意義を理解
し、発表を通じて研究的視
点を習得する
２）看護理論を活用しなが
ら、実践において個別的
な看護展開を発揮する

・事例研究発表
・事例討議

発表
検討

10/29（土）　
8:00～11:45

座長及びファシリテー
ター

看護師長

中央診療棟７階カンファレン
ス室、東病棟12階多目的

ホール・セミナー室２
31人 ３時間45分

研修名

ラ
ダ
ー

Ⅰ

ラ
ダ
ー

Ⅱ
ー

１
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がん看護(実践編）
レベルⅡ-1以上

がんやがんの治療に伴う
症状へのケアについて理
解し実践に活かすことがで
きる

事前e-ラーニング
１）がん看護における症状マネジメ
ント
２）がんに伴う苦痛症状への看護
ケア
３）治療に伴う有害事象への看護
ケア

研修当日
症状マネジメント
事例を使用した症状マネジメント
の実際
事例検討（GW）

講義
GW　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

9/29（木）　
　　
　　
　　
　　
　　

8:30～16:30

がん看護専門看護師
安達美樹

がん性疼痛看護認定看
護師

坂口まみ
がん化学療法看護認定

看護師
森奈緒美

東病棟12階　多目的ホール 17人 7時間

プリセプターシップ研修

2023年度　実地指導
者（プリセプター）（レ

ベルⅡ-１以上）　
　　
　　
　　

新副看護師長
副看護師長の希望者

プリセプターシップについ
て理解し、実践する

１）プリセプターシップの概念
２）実地指導者に求められる能力
と役割
３）効果的な指導方法

講義
ＧＷ

R5/3/1（水）　
　　
　　
　　
　

9:00～11:00

看護教育支援室
牛島輝美看護師長

東病棟12階　多目的ホール 40人 ２時間

中堅看護師としてのクリニカルリー
ダーシップとマネジメント研修

レベルⅡ-１もしくは
Ⅱー２かつ本年度の
看護師経験年数４年

目～７年目まで　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

１）中堅看護師として、リー
ダーシップを発揮するため
に必要な概念化能力を習
得する
２）リーダーとしての対人能
力（コミュニケーションスキ
ル）を学び、実践に活かす
ことができる

１）業務マネジメント
２）対人関係マネジメント
３）問題発見型アプローチ

講義
ＧＷ

10/26（水）
8：30～12：30

四天王寺大学看護学
部教授

宇佐美しおり先生
東病棟12階　多目的ホール 20人 ４時間

ラ
ダ
ー

Ⅱ
ー

２

臨床推論研修
レベルⅡー２を取得

後５年以内

ケアを決定するプロセスと
根拠について理解し、看
護が提供できる

臨床推論とは
講義
GW

12/16（金）
13：00～16：00

急性・重症患者看護専
門看護師

吉里孝子看護師長
東病棟12階多目的ホール 15人 ３時間

ラ
ダ
ー

Ⅱ
ー

１
以
上
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看護研究のすすめ研修 レベルⅡー２以上

看護研究の基礎を学び、
研究課題を明確にして、
研究に取り組むことができ
る

・研究倫理
・看護研究概論
・文献検索、文献レビュー
・量的・質的研究の基本的な研究
方法
・文献検索の実際

講義
演習

5/27（金）
8：30～16：45

がん専門看護師
岡本泰子
安達美樹
石坂暁子

精神看護専門看護師
江田由美子

急性・重症患者看護専
門看護師
吉里孝子

管理棟３階第一会議室、医
療情報パソコン室、東病棟

12階多目的ホール
9人 ７時間15分

フィジカルアセスメント
ステップアップ研修

レベルⅡ-２以上

フィジカルアセスメント能力
に必要な知識と技術を習
得し、実践に活かす
フィジカルアセスメントに必
要なイグザミネーション技
術を向上させ、フィジカル
アセスメントを確実に行うと
共に指導技術を学ぶ

・事例を通して得られたデータか
ら正常と異常、緊急性、優先度を
判断する
・敗血症を学ぶ
・フィジカルイグザミネーションと事
例の統合

講義
演習
GW

6/30（木）
午前8：30～12：

00
午後13：15～16：

45

集中ケア認定看護師
田中貴子

救急看護認定看護師
村上志穂

東病棟12階多目的ホール・
患者多目的室

25人 ３時間30分

療養支援研修 レベルⅡ-２以上

患者の意向を尊重し、患
者・家族から信頼される療
養支援ができる
外来・入退院時に求めら
れる療養支援を理解し、
看護実践に活かすことが
できる

１）急性期病院における退院支援
から在宅療養支援の現状につい
て
２）病棟看護師が主体的に退院調
整に取り組むためには

講義　　　　　　　
GW

6/24（金）　
　

9:00～16:45

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
在宅ケア移行支援研究

所
所長

宇都宮宏子先生

東病棟12階多目的ホール 22人 6時間45分

療養支援フォローアップ研修
レベルⅡ-２以上　

（7/7の療養支援研修
を受講した研修生）

患者の意向を尊重し、患
者・家族から信頼される療
養支援ができる
外来・入退院時に求めら
れる療養支援を理解し、
看護実践に活かすことが
できる

１）急性期病院における退院支援
から在宅療養支援の現状につい
て
２）病棟看護師が主体的に退院調
整に取り組むためには

講義
GW

11/25(金）
9：00～16：45

在宅ケア移行支援研究
所

所長
宇都宮宏子先生

東病棟12階多目的ホール 24人 ６時間45分

臨地実習指導者研修
2022年度臨地実習指

導者

１）臨地実習指導者の役
割を理解し、効果的な実
習指導を実践する
２）実習指導教員と協働
し、実習指導を展開するこ
とができる

１）看護教育における臨地実習に
ついて
２）実習指導教員との情報交換会

講義
GW

7/1（金）
14:00～16:00

熊本大学大学院生命
科学研究部保健学科

教授　
前田ひとみ先生

東病棟12階多目的ホール 21人 ２時間

ラ
ダ
ー

Ⅱ
ー

２
・
Ⅲ
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災害看護研修
レベルⅡ-２以上

・災害看護の基礎と特殊
性について理解する
・災害発生時の対応（役
割）について理解する
・災害発生時の感染対策
について理解する

・災害医療概論
・災害看護に必要な基礎的事項
・災害発生時の対応
・広域災害での医療支援活動
・トリアージについて
・災害時における感染対策につい
て

講義　　施設

9/８（木）　
　　
　　

8:30～12:00

災害医療教育研究セン
ター長　笠岡俊志教授
救急看護認定看護師　

村上志穂
感染制御部

感染管理認定看護師
藤本陽子

東病棟12階多目的ホール 26人 ３時間30分

リーダー育成研修Ⅰ レベルⅡ-２以上
リーダーに求められるマネ
ジメントを習得することがで
きる

・組織で働くということ
・リーダーに求められる役割と仕事
の管理方法
・後輩への指導方法
・ナレッジマネジメント　徹底現場
主義
・パートナーシップ・ナーシング・
システムについて

講義　　　　　ＧＷ

7/29(金）　
　　
　　
　　
　

8:30～12:30

パートナーシップ・シス
テム・マネジメント

代表
上山香代子先生

東病棟12階多目的ホール 2１人 ４時間

リーダー育成研修Ⅱ
リーダー育成研修を
受講した研修生27人

１）各部署でのPNSにおけ
る取り組みについて発表
することができる
２）他部署での取り組みを
参考にしながら自部署に
活用することができる

研修での学びを活かした実践報
告

パワーポイントを用
いたプレゼンテー

ション

11/18（金）
8：30～12：00

パートナーシップ・シス
テム・マネジメント

代表
上山香代子先生

東病棟12階多目的ホール 19人 ３時間30分

家族看護 レベルⅡ－2以上

家族アセスメントに必要な
基本的知識を身につけ、
患者・家族への看護実践
に活かすことができる

・家族看護の基本的な考え方
・家族理解に必要な視点と基盤と
なる理論
・家族看護介入
・事例を用いた家族看護の展開
・急性期病院での家族との関わり

講義　　GW
12/15（月）
9:00～16:00

高知県立大学基礎看
護学教授　

瓜生浩子先生
東病棟12階多目的ホール 20人 ６時間

事例検討 
  
  
  
  
 

  (ﾛｲ看護論）

ラダーレベルⅢ相当
の看護師

看護過程に看護理論を活
用できる
１）ロイの看護理論をもとに
看護を展開し事例にまとめ
ることができる　
　　
　　
　
２）看護実践における論理
的思考ができる
３）ロイの看護理論を自部
署に浸透できる

ロイの看護理論を用いた事例検
討

講義　　　ＧＷ

1回目
9/26（月）

13:30～16:45
2回目

11/11（金）
3回目

12/12（月）
14：00～16:45

聖マリア学院大学教授　
　　
　　
　　
　　
　

日高艶子先生

東病棟12階セミナー室２ 10人 ８時間45分

ラ
ダ
ー

Ⅱ
ー

２
・
Ⅲ
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事例検討 
  
  
  
  
  
 

(ｵﾚﾑ看護論）

レベルⅡ-2以上

看護過程に看護理論を活
用できる
１）オレムの看護理論をもと
に看護を展開し事例にまと
める　
　　
２）看護実践における論理
的思考を育てる
３）オレムの看護理論を自
部署に浸透できる

・オレム看護理論について
・オレムの看護理論を用いた事例
検討

講義　　　ＧＷ

1回目
9/14（水）

13:00～16:30

2回目
10/26（水）

13:30～16:30

3回目
11/30（水）

13:30～16:30

4回目
12/21（水）
9:00～12:00

四天王寺大学看護学
部教授

宇佐美しおり先生

1回目：
東病棟12階セミナー室２

２～４回目：
東病棟12階多目的ホール

15人 13時間

認知症看護研修 レベルⅡ－２以上

・認知症に関する基本的
知識を習得する
・入院中に必要な認知症
看護に関する専門的技術
を習得し、患者の尊厳を
尊重したケアが提供される

・認知症の基礎知識
・認知症患者に対するアセスメント
とケア
・認知症患者に対するコミュニ
ケーションと療養環境の調整

講義
GW

R5/2/13（月）
13：00～16：30

熊本大学病院認知症
専門医

遊亀誠二先生

認知症看護認定看護
師

市川麻紀

東病棟12階多目的ホール 17人 ３時間30分

新副看護師長昇進者研修
2022年４月１日付副

看護師長昇進者

１）社会情勢や当院の経
営状況、看護管理に関し
て現状を把握したうえで、
看護管理に役立てることが
できる
２）看護管理者として、副
看護師長の役割を理解し
組織運営ができる

・当院の経営状況・労務管理
・看護管理
・人材育成

講義
質疑応答

5/11（水）
9：00～10：50

山本治美
看護部長

上田直美
看護師長

柿本裕貴
副看護師長

東病棟12階セミナー室２ 7人 1時間50分

管理研修
看護師長研修（２回シリーズ）

看護師長

１）ロイ適応看護理論を看
護管理（人材育成）に活用
する
２）看護管理事例検討を通
して管理実践に論理的思
考を活用する

・ロイ適応看護理論の概念を事例
展開の手法
・ロイB適応看護理論の管理事例
への応用

講義
ＧＷ

1回目：7/21（木）
13：00～16：00

２回目：12/23
（金）

13：30～16：30

聖マリア学院大学教授　
　　
　　
　　
　　
　

日高艶子先生

東病棟12階多目的ホール

1回目
33人

２回目
27人

6時間

副看護師長管理研修（２回コース） 副看護師長

１）現場のロールモデルで
ある副看護師長の問題解
決のための論知的思考を
獲得する
２）論理的思考のための理
論、技法を獲得する

・問題解決のための論理的思考
について
・論理的思考のための理論、技法
について
・組織分析（SWOT分析・クロス
SWOT分析）

講義
GW

1回目:７/27（水）
13:30～16:30
１回目中止

2回目：11/11
（金）

9:00～12:00

山本治美看護部長
東病棟12階多目的ホール

センナ―室２
72人 3時間

管
理
者
研
修

ラ
ダ
ー

Ⅱ
ー

２
・
Ⅲ
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基本的日常生活援助技術指導者
研修

2023年度実地指導者
（プリセプター）で研
修未受講者および新

副看護師長

基本的日常生活援助技術
を根拠に基づいて指導す
る方法が習得できる

日常生活援助技術の評価シナリ
オに基づいて演習
（臥床患者の排泄・清潔・更衣・体
位変換技術）

演習
体験学習

R5/3/6（月）
13:00～14:50
14：55～16:45
R5/3/7（火）
8:00～9:50
9:55～11:45
13:00～14:50
14：55～16:45

副看護師長
教育委員

中央診療棟7階
総合臨床研修センター

実地指導者、
新副看護師長

44人
副看護師長22

人

1時間50分

安全な注射･与薬の指導者研修

2023年度実地指導者
（プリセプター）で研
修未受講者および新

副看護師長

指導者が安全な注射与薬
方法および輸液関連ポン
プ使用の指導方法を理解
し、根拠に基づいた指導
ができる。

注射与薬プロセスと輸液ポンプ・
シリンジポンプ使用方法マニュア
ルに基づいた指導と評価の演習
与薬の誤認防止について

演習

R5/3/6（月）
13:00～14:50
14：55～16:45
R5/3/7（火）
8:00～9:50
9:55～11:45
13:00～14:50
14：55～16:45

副看護師長
(安全リンクナースの経

験を有する者)
安全対策委員会

部署

実地指導者41
人

副看護師長3人
副看護師長23

人

1時間50分

医療用麻薬研修 全看護職員
医療用麻薬とは何かを
正しく理解することができ
る

「医療用麻薬について」e-ラー
ニング視聴
確認テスト

e-ラーニング
確認テスト

8/1(月）～
31(水)

安全対策委員会 各部署 看護師816人 20分

重症度、医療・看護必要度研修 全看護職員
重症度、医療・看護必要
度とは何かを正しく理解
し、適性な評価ができる

重症度、医療・看護必要度とは
何か
2022年度改訂内容および評価
方法について

動画視聴
確認テスト

7/1（金）～　
8/31（水）

業務委員会 各部署 全看護職員 １時間

共有しよう　私の経験～経験を活
かし同期で乗り越えよう！！～

熊本大学病院職員

・患者の急変時に医療
チームの各専門職はどう
対処するかお互いの職
種の役割について理解
する
・多職種と関わる時どの
ように配慮してコミュニ
ケーションを図ればよい
か理解出来る
・研修を通して日常の仕
事を振り返る機会にする

患者急変時の事例を通して専
門職としての自分の役割を学ぶ
・多職種連携（IPW）における効
果的なコミュニケーション方法を
学ぶ

講義、グループ
ワーク

8/10 （水）、
8/16 (火)

17：00～18：00

医療の質・安全管理
部

近本亮
東病棟12階多目的ホール

8/10：
31人（医師3
人、看護師9
人、医療技術
部8人、薬剤部
4人、栄養管理
部2人、事務部

5人）
8/16：

30人（看護師
10人、医療技
術部8人、薬剤
部4人、栄養管
理部2人、事務

部6人）

１時間

指
導
者
研
修

看護倫理部署別事例検討会

全
職
員
対
象

9/12：32人、
10/17：41人、
11/14：28人、
12/12：26人
1/30：39人

５時間
毎回指定された研修
参加部署の看護職員

事例を通して看護倫理に
ついて学び、倫理観を養
い実践に活かすことができ
る

事例検討 GW

9/12（月）
10/17（月）
11/14（月）
12/12（月）
１/30（月）

17:15～18：15

院内専門看護師 東病棟12階多目的ホール
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看
護
補
助
者
対
象

看護補助者研修
看護補助者

１）看護補助者が医療制
度の概要及び病院の組織
を理解できる
２）看護補助者が医療チー
ムおよび看護チームの一
員として、看護補助者の役
割を自覚し重要な役割を
分担していることを認識で
きる
３）業務実施上必要な安全
配慮を理解できる
４）看護師と協働することの
重要性や方法について理
解できる

急性期看護補助体制加算のため
の必須項目に加え、看護師と看
護補助者の協働について行っ
た。

講義

7/20（火）　　　　　
　　　7/26（月）　　

　　　　　7/28
（水）　　　　　　

7/29（木）

業務委員会 東病棟12階多目的ホール

官執看護補助
者（24人）
派遣看護補助
者（57人）
学生アルバイト
(33人）
計104人

４時間

講演会Ⅰ
看護部長講話

看護部職員

看護部の理念、目標を共
通理解し、看護部職員が
目標に向かって行動でき
る

看護部の理念、方針、2022年度
の目標、教育方針

講演
4/12（火）

17：30～18：30
山本治美
看護部長

東病棟12階多目的ホール
セミナー室２

（ハイブリッド方式）

対面
99人
（うち新規採用
者61人）
Web199人

１時間

業務改善報告会 看護部職員
他部署の発表を参考とし
て自部署の業務改善や看
護実践に活かす

部署の業務改善実践報告
１）消毒行動定着ヘの取り組み
(東病棟２階)
２）COVID19陽性妊婦の安心安
全な経腟分娩介助への取り組み
（MFICU)　
　　
　　
　
３）アンケート集計及び文書作成
における業務効率化への取り組
み
(看護教育支援室)
４）抜針血管確保業務における診
療放射線技師とのタスクシェア
(中央放射線部)
５）患者移送支援室への移送依頼
の電子化移行の取り組み
(看護部管理室付患者移送支援
室)

パワーポイントを
用いたプレゼン
テーション

 11/９（水）
17：30～18：30

業務委員会
東病棟12階

多目的ホール
112人 １時間

活動報告会 看護部職員
他部署及び各委員会での
取り組みを参考に自部署
に応用できる

各部署及び各委員会、ワーキング
グループの活動報告

報告会
3/3（金）

17：30～19：00
教育委員会

東病棟12階多目的ホール

Zoomによる配信

127人
（会場46人、オ
ンライン81人）

１時間30分

講
演
会
・
発
表
会
・
報
告
会
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対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

ＩＶナース研修
（筆記試験）

看護部職員
静脈注射に必要な知識
を備え、基本的実践能
力を習得する

本院の静脈注射実施基準と法
的責任、解剖・生理、薬理、リス
クマネジメント（安全・感染・緊急
時の看護）のDVDを自己学習。

筆記試験

筆記試験
35分

（１回目）
6/10(金）
16：00～16：35

(２回目）
9/30（金）
16：00～16：35

（３回目）
1/27（金） 
16：00～16：35

業務委員会
東病棟12階　

多目的ホール

（１回目）
 16人全員合
格

(２回目）
　18人全員合
格

（３回目）
　10人（キャリ
ア支援人事交
流の参加者が
１名含）全員
合格

35分

筆記試験
80分

（１回目）
7/7(木）
08：20～09：40
(２回目）
12/8（木）
08：20～09：40

東病棟12階　
多目的ホール

（１回目）
 23人（合格者
8人）

(２回目）
　20人（合格
者6人）

1時間20分

技術評価
60分

（１回目）
7/8(金）10：00
～16:45

(２回目）
12/9（金）
10：00～16:45

東病棟12階　
多目的ホール

セミナー室

（１回目）
 13人（合格者
10人）

(２回目）
　８人（合格者
5人）

1時間

IVインストラクター継続教
育

IVナースインス
トラクター資格
取得者各部署か

ら１人以上

IVナースインストラク
ターとしての役割を遂
行する能力が向上する

講義、グループワークと全体
講義、演習（CVポート抜針シ

ミュレーション）

講義
グループ
ワーク
演習

2/17(金)
14:15～15:30
(CVポート講義
とシミュレー
ション研修 
14:15～16:45)

業務委員会
東病棟12階

多目的ホール

講義　23人

演習　13人
２時間30分

研修名

IV研
修

筆記試験 業務委員会IVインストラクター研修

副看護師長または
看護師長が推薦す
る看護師で各部署

から１～２名

看護師・助産師が本院
の実施基準に沿って静
脈注射を実施できるいよ
うに指導出来る。注射与
薬プロセスのマニュアル
指導者用に沿って実践、
指導出来る
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対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

自
主
研
修

精神看護 全看護職員
事例提供ができ精神看護
を深め、問題解決ができる

部署からの事例について検討
ディスカッショ

ン

９/7(水)
⒒/30(水)

17:30～18:15

四天王寺大学看護学部教
授

宇佐美しおり先生

東病棟12階
多目的ホール

48人 45分

糖尿病看護
ラダーⅡ-1以上で糖
尿病患者に関わっ

ている方

・糖尿病患者のセルフケア
行動に影響する心理・社
会的要因について学ぶ
・糖尿病患者の行動変化
を促進するための援助や
コミュニケーションについて
理解できる

・患者さんのセルフケアを困難
にする背景及び血糖変動の考
え方
・患者さんのやる気を引き出す
コミュニケーション方法

講義
GW

(1回目)
3/6（月）
(2回目)
3/７(火）

17：30～18：45

藤本美枝糖尿病看護認定
看護師

東病棟12階
セミナー室2

（1回目）
5 人

（2回目）
4人

２時間30分

不妊症看護 院内看護師
がん患者の妊孕性温存に
ついて知識を深め、看護
に活かす

・がん患者の妊孕性温存につい
て
・生殖医療がん連携センターの
活用について

講義
2/21（火）

17：15～18：30
本田万里子不妊症看護認

定看護師
東病棟12階
セミナー室2

14人 １時間15分

看護管理カフェ 次世代看護管理者 看護管理について学ぶ
日々現場で発生している事象を
看護管理の視点で考える 講義

（1回目）
10/28(金)
(２回目)

11/28(月) 
(３回目)

12/23(金)
(４回目)
１/27(金)
(５回目)

２/2４（金）
（６回目）
3/24（金）

17：15～18：15

今村かおる
認定看護管理者

本田万里子
認定看護管理者

東病棟12階
セミナー室３

5名 １時間

副看護師長塾～時間・労務管理
編～

副看護師長
部署管理に必要な時間及
び労務管理の基礎を学ぶ

労働基準法に基づく労務管理 講義

（1回目）
６/24(金)
(２回目)
7/19(火) 

17：15～18：15

今村かおる
認定看護管理者

本田万里子
認定看護管理者

東病棟12階
セミナー室３

13名 ２時間

副看護師長塾
～問題解決編～

副看護師長
部署で日々発生している
諸問題を明確にし、対策を
講じ、実践することができる

PDP（問題プロセス）、自部署の
問題を抽出し、解決策を考える

グループディ
スカッション

（1回目）
9/30(金)
(２回目)

10/31(月) 
(３回目)

11/25(金)
17：15～18：15

(４回目)
2/6(月)

17：15～18:30

今村かおる
認定看護管理者

本田万里子
認定看護管理者

東病棟12階
セミナー室２

16名 ４時間15分

研修名

認
定
看
護
師
主
催
自
主
研
修



別紙（３）

【中央検査部】
研修名 期間（ 令和4年4月～令和5年3月） 実施回数 参加人数 備考
新規採用者オリエンテーション 4月1日 1 5名
新規採用者新入職者研修 4月3日 2 5名
ﾀｽｸｼﾌﾄ/ｼｪｱに関する厚生労働大臣指定講習会実技講習 4月24日 1 32名
輸血実技講習会 7月9日 1 3名
令和4年度新規採用職員等心肺蘇生法講習会（ｺﾒﾃﾞｨｶﾙｺｰｽ） 7月19日 1 9名
アボットISO15189内部監査員養成セミナー 7月28日、8月20日、12月3日 3 14名
ISO集合教育 5月10日 1 59名
時間外緊急検査に関する定期研修（血液） 8月22日～9月8日 1 28名
日臨技九州支部卒後教育研修会　第33回血液検査研修会 1月21日 1 ３名
2022年度精度保証研修会 9月27日 1 6名
法的脳死判定トレーニング 10月15日 1 5名
第1回医療技術部研修会 10月27日 1 74名
第2回医療技術部研修会 3月2日 1 65名
東大臨床検査セミナー2023　遺伝子関連検査 2月12日 1 4名
熊本県臨床検査精度管理調査報告会　Web 2月5日 1 16名
SEKISUI 第15回コアプレスタコントロールサーベイ報告会 2月9日 1 １名
心エコー・ハンズオンセミナー 2月11日 1 6名
第4回シスメックスHemostasis Seminar LIVE 2月17日 1 ２名
第10回熊本県臨床血液部門研修会 2月28日 1 3 名
時間外緊急検査に関する定期研修（生化学・免疫）） ９月2日～9月21日 2 31名
時間外緊急検査に関する定期研修（輸血） 8月30日 1 25名
時間外緊急検査に関する定期研修（微生物） 9月8日 1 35名
外部精度管理調査報告会 令和3年2月8日 1 2名

2022年度国立大学病院臨床検査技師会九州ブロック研修会 3月16日 1 40名

危機管理訓練 11月18日 1 48名

４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修



別紙（４）

【ME機器センター】

研　　修　　名 期　　間 実施回数 参加人員 備　考

セントラルモニタ
令和4年4月7日（金）、5月17日
（水）

2回 13名 医療技術職員

除細動器 令和5年3月7日（火） 1回 7名
看護師
医療技術職員

人工呼吸器について
令和5年2月27日 (月 )、3月2日
（木）

2回 20名 看護師

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修



別紙（５）

【中央放射線部】
研　　修　　名 期　　間 実施回数 参加人員 備　考

救急医療に関する研修（実技） 令和5年3月13日（月） 1回
技師1名、看護師3名、消化器
内科医師4名、内視鏡検査技

透視室での患者急変時シミュ
レーション訓練

救急医療に関する研修（実技） 令和4年4月27日（水） 1回
技師9名、看護師8名、放射線
科医師7名

MRI患者急変時対応シミュレー
ション訓練

救急医療に関する研修（実技）
令和4年12月22日
（木）

1回
技師9名、看護師9名、放射線
科医師10名

造影CT患者急変時シミュレー
ション訓練

救急医療に関する研修（実技） 令和5年1月31日（火） 1回
技師6名、看護師12名、放射
線科医師3名

RI検査室（PET/CT）での患者急
変時シミュレーション訓練

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和4年6月23日 1回 技師7名、看護師１名
RALS装置安全使用に関する研
修会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和4年9月22日 1回 技師7名
第124回日本医学物理学会学
術大会の参加報告会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和4年11月14日 1回 技師8名 JASTROの参加報告会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和4年11月28日 1回
技師10名、放射線科医6名、
看護師1名

リニアックとその周辺装置および治
療計画装置の安全使用に関する研
修会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年2月6日 1回
医師3名，技師9名、看護師1
名

安全に高精度放射線治療を提
供するための機器管理，人的整
備，環境整備に関する内容

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年2月27日 1回 技師9名
第21回九州放射線治療システ
ム研究会の参加報告

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年3月23日 1回 技師9名
RALS用Ir線源交換時安全取り
扱い研修会（RALS治療（IGBT）
に関する第三者評価について

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 馬場 秀夫 

  管理担当者氏名 各診療科長、中央診療施設等の長、医療情報経営企画部長、薬剤部長、 
看護部長、医療技術部長、栄養管理部長、医療の質・安全管理部長、各課長 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 病院総務課 診療に関する諸記録は、
平成22年9月20日以前は
紙媒体を原本とし、患者
ID番号をもとに患者毎
に整備し、10年間保管・
管理（平成30年度から2
0年間に変更）している
。平成22年9月20日以降
は、電子情報を原則とし
、電子保存している。 
なお、紙媒体の診療録は
院外への持ち出しを禁
止している。また、診療
、教育・研究の目的で電
子カルテの情報が必要
な場合は、規則に基づき
利用申請をおこない、承
認されればデータを利
用できる仕組みがある。
（特定の端末で許可さ
れたUSBでなければ情報
を取り出す事ができな
い） 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 中央手術部 
看護記録 看護部 
検査所見記録 中央検査部 
エックス線写真 中央放射線部 
紹介状 各診療科 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

各診療科 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 病院総務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 病院総務課 
閲覧実績 病院総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医療サービス課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医療サービス課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況 

医事課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 

 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ＭＥ機器センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ＭＥ機器センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

ＭＥ機器センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 病院総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療サービス課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医事課 

職員研修の実施状況 病院総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

病院総務課、経理課
、医事課、薬剤部 

管理者が有する権限に関する
状況 

病院総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

病院総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

病院総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・管理棟３階　第２会議室

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　中島　勇

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

　閲覧の手続の概要
病院事務部（総務課総務担当）へ閲覧の要求を行う。

　閲覧責任者氏名 　病院事務部長　山下　恵太

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

熊本大学病院は、適切な安全安心で質の高い医療サービスを患者及びそ
の家族に提供するために、医療事故、医薬品管理及び医療機器管理等を踏
まえた医療に係る安全管理を目指す。 
また、「人間はエラーを犯す」ということを前提に、従業者一人一人が

医療安全管理に対する高い意識を持ち、関係する各部署及び各委員会等が
連携を図り、本院における医療安全管理を推進する。 

 

 
②  医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年１５回 
・ 活動の主な内容： 

(1) 医療安全管理に係る基本方針に関すること 
(2) 医療安全管理のための具体的措置に関すること 
(3) 医療安全に係る従業者の教育及び研修に関すること 
(4) 本院において重大な問題その他医療安全管理委員会において取り扱

うことが適当な問題が発生した場合における速やかな原因の究明の
ための調査及び分析に関すること 

(5) 前号の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改
善のための方策の立案及び実施並びに従業者への周知に関すること 

(6) 前号の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該
方策の見直しに関すること 

(7) 医療事故発生時の患者や家族への説明及び公表に関すること 
(8) その他医療に係る安全管理に関し必要な事項 

 

 
③  医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

新規採用者、中途採用者のオリエンテーションとは別に、医療に係る
安全管理のための職員研修を全職員を対象に年２回実施しており、医療
の質・安全管理部からの重要な伝達事項（例：高難度新規医療技術、未
承認新規医薬品等を用いた医療の提供について）や、インシデントに関
連したテーマの講演会（例：患者誤認について、インシデント後のメン
タルケア等）を実施している。 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

インシデントが発生した場合、各部署からのインシデントレポートに 
より医療の質・安全管理部へ報告がある。なお、重大なインシデントに
ついては部署リスクマネージャーから即時にゼネラルリスクマネージャ
ーへ連絡があり、ICに同席するなど初期対応から医療の質・安全管理部
が介入して対応している。 

    インシデントレポートを基に要因分析と再発防止策の検討を医療の質
・安全管理部と医療安全管理委員会で実施している。検討した再発防止
策は、リスクマネージャー連絡会議において警鐘事例とともに各部署の
リスクマネージャーに通達し、その後リスクマネージャーから全職員へ
通達される。 

       また、部署リスクマネージャーによる自部署チェック、他部署間の相
互チェックや、医療の質・安全管理部運営委員会委員による院内巡視、
医療安全管理者によるラウンドなど、定期的な巡回や監査も実施してい
る。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1.院内感染対策に関する基本的な考え方 
  2.感染対策委員会，その他の医療機関内の組織に関する基本的事項 
  3.院内感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針 
  4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
  5.抗微生物薬適正使用に関する基本方針 
  6.院内感染発生時の対応に関する基本方針 
  7.患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
  8.その他の医療機関内における院内感染対策の推進のために必要な基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

1. 院内感染防止対策に関する事項の審議 
  2. 院内感染防止対策研修会の企画・審議 
  3. 感染予防に関する事業の企画・実施 
  4. ＭＲＳＡ等の薬剤耐性菌の分離状況についての報告 
  5. 抗ＭＲＳＡ薬適正使用報告 
  6. 感染制御チーム（ＩＣＴ）からの報告 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年２回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
1.(医療系)『病院職員として知っておくべきこと～新型コロナウイルス感染症～／広域抗菌薬の使用

量を減らしませんか。～タゾピペ、カルバペネム系薬、キノロン系薬～』 
 (事務系)『病院勤務中のコロナ対策』 
 
2.(医療系)『新型コロナウイルス感染症とインフルエンザのtwindemicに向けて／抗菌薬と耐性菌の

歴史・現状に触れて、抗菌薬適正使用の意義を確認しましょう。』 
 (事務系)『コロナ第8波？第9波？インフル同時流行？これからの感染対策』 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師等の多職種からなるＩＣＴを組織し、病原感染対策マニュア

ルの制定、院内感染発生時の対応、院内ラウンド、抗菌薬適正使用の推進、病院感染防止の教育・啓
発、職業感染防止対策などの活動を行っている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
①  医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
【院内研修】 

（1）令和 4年 4月 1日・「2022年度度新規採用職員研修 

「薬剤部の業務内容と院内における医薬品の取り扱いについて」・273名（資料配布、必須項目は WEB研修） 

（講師；副薬剤部長、対象；新採用職員） 
（2）令和 4年 6月 27日～7月 27日・「令和 4年度第 1回新採用医師を対象とした医薬品安全使用等にかかる研修会」・139

名 （講師；薬剤部長・室長、対象；新採用医師） 
（3）令和 4年6月 2日・「令和4年度新採用看護師 IＶ基礎研修：看護師に必要な薬理作用の基礎知識」・59名（新採用看護師） 

（4）令和 4年 7月 25日～8月 8日・「令和 4年度前期院内医療安全のための講演会（医療系） 

「未承認新規医薬品等を用いた医療の提供について 」・1706名（講師；薬剤師、対象；全職員） 

（5）令和 4年 10月 25日～11月 26日・「令和 4年度第 2回新採用医師を対象とした医薬品安全使用等にかかる研修会」・26

名 （講師；薬剤部長・室長、対象；新採用医師） 
（6）令和 4年 12月 12日～12月 26日・「令和 4年度後期院内感染対策研修会及び医療安全のための講演会（医療系） 

「高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等を用いた医療の提供等について」 

「抗菌薬と耐性菌の歴史・現状に触れて、抗菌薬適正使用の意義を確認しましょう」・2200名（講師；薬剤師、対象；
全職員） 
 

【病棟別等の対象限定での研修】 

（1）令和 4年 9月 13日・「救急カート薬・術前中止注意薬剤について」・10名（対象：東病棟 7階看護師） 

（2）令和 4年 12月 6日・「医療用麻薬等の取り扱いについて」・18名（対象：東病棟 12階看護師） 

（3）令和 4年 10月 11日・「重症筋無力症治療薬ウィフガート点滴静注」・7名（対象：中央処置室看護師、医師） 
（4）令和4年11月1日・「周術期の休薬対象薬について」・6名（対象：東病棟6階看護師） 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 
医薬品安全管理責任者に薬剤部長を任命（平成19年4月）し、院内に医薬品安全管理専門委員会を設置した。

『医薬品の安全使用のための業務手順書』（以下、業務手順書）は平成19年7月に作成した。 
令和5年1月に、医薬品安全管理専門委員会を開催し、業務手順書を改訂した（第18版）。今回の改訂内容につい
ては以下の通りである。 
 
令和 5 年 1月 18 日改正（第 18版） 

4章 1（3）「錠剤自動分包機へ医薬品を補充する際には GS1データバーによる確認を行いながら補充し、バーコー
ドによる照合が出来ない場合には」複数の薬剤師で確認しながら行うことを追記 
8章 1（1）患者へ処方された医薬品の管理について、「毒薬ならびに向精神薬（第 1種・2種）の内服薬は薬袋にそ
れぞれ『管理』、『向 1・向 2』と印字され、注射剤は処方箋控えおよび集計表にその旨印字される」ため適切に管理
することを追記 
13章 3 「院内標準薬物治療指針（院内フォーミュラリ）の策定」について項目を追加 
15章 1 個人情報保護の観点から患者間違いの無いように詳細を「病棟薬剤業務マニュアル第 6版」に記載した
ことを追記 
16章1 薬物血中濃度を測定する医薬品として医薬品情報ハンドブック2022掲載品の他に「感染制御部抗菌薬適
正使用支援チームの業務として、必要に応じて抗菌薬の血中濃度を測定し、主治医にフィードバックを行う」ことを
追記 
 
 



 
 
 

 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 

ランバート・イートン筋無力症候群に対する3,4ジアミノピリジンの投与 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1） 医薬品安全管理責任者は、院内各部署における常備医薬品に関する管理状況、内用剤・外用剤・注射剤
の調剤時における疑義照会内容、外来化学療法室における疑義照会事例および病棟薬剤業務に関連した
疑義照会事例等について、情報の収集・確認に努め、医療安全管理委員会において、その状況等を報告し
ている。院内で発生した薬剤業務関連のインシデント事例について薬剤師への情報共有・周知を図り、再発
防止のための注意喚起に努めている。 

2） 院内各端末からは、病院情報管理システムを用いて、最新（毎月1回更新）の添付文書情報を閲覧可能とし
ており、また、新規採用医薬品については、毎月発行の院内情報誌「熊大病院・医薬品情報」にて概要と注
意事項等の情報を発信すると共に、病院情報システム内の院内専用電子掲示板“医薬品情報”にも掲示し
ている。 

3） 調剤（注射剤調剤を含む）に際しては、質疑応答内容を記録し、処方鑑査、疑義照会および医薬品安全使
用の目的に活用している。がん化学療法においては、処方ミスを回避し安全性を確保するため、注射用抗が
ん剤に対する処方は専用のレジメンオーダリングシステムのみでの運用に限定している。注射用抗がん剤の
無菌調製は休日も含め全て薬剤部で担当している。 

4） 治療域の狭い薬物や個体差の大きい薬物等については、薬物血中濃度モニタリング（TDM）による投与設
計・管理を推奨し、特に抗MRSA薬については、毎月度開催される感染対策委員会においてTDM実施状況を
報告し、TDMに基づいた適正投与を行うように医師に対し周知徹底を図っている。 

5） 未承認医薬品については、院内では「本院で使用したことのない医薬品であって、“医薬品、医療機器等の
品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律”における承認又は認証を受けていないもの」と定義した上
で、薬剤部で調剤（分包依頼、剤形変更などの特殊製剤依頼等も含む）する際には、未承認医薬品の使用
が倫理委員会（人を対象とする医学系研究臨床研究部門倫理委員会、臨床倫理委員会）の承認を得ている
ことを書面にて確認している。医薬品安全管理責任者が指名した薬剤師（担当薬剤師）は未承認医薬品の使
用状況及び規程遵守状況等を月 1回定期的に確認し、医薬品安全管理責任者へ報告している。報告された
適応外使用をとりまとめ、月に一度、薬剤部長、副薬剤部長、医薬品情報室長、薬剤師GRM、医療安全支援
室長等をメンバーとする「医薬品の適応外使用評価部会」を薬剤部内で開催している。リスク分類は、日本病
院薬剤師会作成の「ハイリスク薬に関する業務ガイドライン Ver.2.2」を参考に適応外使用によるリスクとベネ
フィットを評価検討し、診療科に対して適応外使用の理由書提出または倫理委員会への申請依頼を行ってい
る。 

 
6） 令和4（2022）年度の新規取組み事項 
(1) 2022 年 4 月 15 日に、「エンハーツ®点滴静注用 100mg（トラスツズマブ デルクステカン）による
間質性肺疾患発現時の運用手順」を作成し、ILD に関する患者指導、発現時の対応、副作用報告方法等
について部内での対応統一を図った。 
（2） 2022年 4月に、「ビスホスホネート製剤（経口薬）」に関して有効性、経済性並びに安全性の観点から評価
した院内標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）を策定し、紙媒体およびガルーン掲載による推奨薬リストの
周知、処方オーダ時のポップアップ改修等などの対応を行った。 
(3) 2022 年 5 月 12 日に、院内医薬品情報誌にて「外用貼付剤の切断可否について」を作成し、医薬品適
正使用に関する情報共有を行った。 
(4) 2022 年 5 月より病棟業務における退院時処方薬の薬剤師受領を、手書き運用から薬剤発送登録シス
テムによる受領登録へと変更した。 
（4） 2022 年 6 月 9 日に、院内医薬品情報誌にて「G-CSF 製剤の適正使用について」を作成し、医薬品適
正使用に関する情報共有を行った。 
(5) 2022 年 7 月より外来化学療法室で使用する前投薬（外来院内処方）のメッセンジャーによる搬送を
開始 
(6) 2022年 7月に、「PPI+P-CAB（経口薬）」に関して有効性、経済性並びに安全性の観点から評価した院内標
準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）を策定し、紙媒体およびガルーン掲載による推奨薬リストの周知、処方
オーダ時のポップアップ改修等などの対応を行った。 
(7) 2022 年 7 月 15 日付で、「1 回量処方入力間違いに対する投与量チェックシステム（上限値設定）の



 
 
 

 
強化」を行い、1 回量処方入力間違い上位品目について上限値を変更（すべて添付文書常用量上限に変
更）し、オーダ時の安全性強化を図った。 
（8） 2022 年 8 月 10 日に、院内医薬品情報誌にて「院内採用後発医薬品に関する情報」を作成し、医薬
品適正使用に関する情報共有を行った。 
(9) 2022年8月に、「当院採用向精神薬一覧」の改訂を行い、紙媒体およびガルーン掲載により周知を

行った。 
(10) 外来患者様からのご意見箱への投書を受け、2022年8月より外来院内処方、退院時処方の薬袋ホッ

チキス止めを廃止した。 
（11） 2022 年 9 月 15 日付で、「メトトレキサート製剤処方時の設定・運用について」を発出し、処方オ
ーダ時の連続投与可能日数、休薬期間に関するチェックシステムのチェックレベルを「注意喚起」→「禁
忌」へ変更することで安全性強化を図った。 
（12） 2022 年 10 月 13 日に、院内医薬品情報誌にて「添付文書にフィルタ使用要否に関する記載のある
医薬品について（改訂第 2 版）」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 
（13） 2022 年 11 月 10 日に、院内医薬品情報誌にて「副作用被害救済制度について」を作成し、医薬品
適正使用に関する情報共有を行った。 
（14） 2022 年 11 月に、「熊本大学病院薬剤部副作用報告基準 改訂第 2 版」を作成し、薬剤部内におけ
る副作用報告基準、報告時のフロチャート、情報共有方法等の明確化を図った。 
（15） 2022 年 12 月 8 日に、院内医薬品情報誌にて「医薬品適正使用のお願い（不妊治療に用いられる医
薬品による卵巣過剰刺激症候群について）」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 
（16） 2023年 1月に、「成人における ARB（高血圧症）」に関して有効性、経済性並びに安全性の観点から評価
した院内標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）を策定し、紙媒体およびガルーン掲載による推奨薬リストの
周知、処方オーダ時のポップアップ改修等などの対応を行った。 
（17） 2023 年 1 月 30 日より、医薬品情報室担当者と病棟薬剤業務担当者の情報共有カンファレンス（毎
週火～金曜 8：30 開始）にて、製薬企業や関係団体からの通知文書一覧（各週まとめ）を作成・配布し、
部内における医薬品情報共有の強化を図った。 
(18)2023年2月より筋弛緩薬である『ロクロニウム臭化物静注液』および『スキサニウム注』を払い出しするとき
に、紛失や不適切な使用が発生しないように注意喚起の文書を添付して支給することにした。 
（19） 2023 年 2 月 7 日より、製薬企業に対し、新規製造承認医薬品に関する医薬品情報ヒアリングを開
始し、新型肺炎等の感染拡大状況下における医薬品情報提供活動について強化を図った。 
（16） 2023 年 2 月 9 日に、院内医薬品情報誌にて「医薬品適正使用のお願い（ヒドロキシエチルデンプ
ン含有製剤(HES 製剤)の適正使用について）」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 
(20) 与薬時における薬剤視認性の向上、中止時の破損回避のため、2023 年 3 月より OD 錠およびマグミ
ットの錠剤払出し単位における粉砕調剤を原則、簡易懸濁指示とする運用に変更した。 
(21) 周術期患者に対する最適な薬物療法の実施による有効性・安全性向上のため、2023 年 2 月より周
術期薬剤管理加算の算定を開始した。 
（22） 2023 年 3 月 9 日に、院内医薬品情報誌にて「院内採用後発医薬品に関する情報」を作成し、医薬
品適正使用に関する情報共有を行った。 
（23） 外来院内処方薬渡し漏れ防止対策として、外来院内処方の引換券（会計なし患者）持運びにクリアフ
ァイルの使用を開始した。 
（24）各種業務マニュアルの改訂を行った。医薬品情報室の業務規定（第8版 2022/10/1）、病棟薬剤業
務マニュアル改訂（第6班へ）、治験薬管理室業務マニュアル（第2版 2023/3/31改訂）、治験薬管理室
業務習得用チェックリスト（Ver.2 2023/3/31改訂）また、特定臨床研究、JCOG等の臨床試験の研究薬・
試験薬の薬剤部管理についての業務手順書を作成した。（2022年度の新規管理： 消化器外科 JCOG15
02C試験， 呼吸器内科 PAGEⅡ試験） 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
①  医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
②  従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１８回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

令和4年   4月  閉鎖式保育器の基礎と使用方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62名 
        5月    除細動器の原理と日常点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108名 
        6月    補助循環装置（IABP,PCPS）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105名 

6月    RALS安全講習会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7名 
        7月  人工呼吸器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・104名 
        8月  人工心肺の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76名 
        9月  血液浄化装置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・81名 

9月  放射線治療機器リニアックの安全な使用方法・・・・・・・・・・・・・・・7名 
       10月    閉鎖式保育器の基礎と使用方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54名 
       11月    除細動器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76名 

11月    RALS安全講習会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6名 
11月    放射線治療機器リニアックの安全な使用方法・・・・・・・・・・・・・・・・4名 

       12月    補助循環装置とその管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75名 
  令和5年  1月  人工呼吸器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・112名 

2月    人工心肺装置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69名 
2月    放射線治療機器リニアックの安全な使用方法・・・・・・・・・・・・・・・・5名 
3月    血液浄化装置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44名 
3月    RALS安全講習会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4名 
 

医療機器導入時研修 12回 合計参加者数：95名 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

医療機器保守・点検業務手順書に則り,人工心肺装置及び補助循環装置,人工呼吸器,血液浄化装置,除細動装置,
閉鎖式保育器,直線加速器,ＲＡＬＳ,輸液ポンプ,シリンジポンプ,小型シリンジポンプ,経腸栄養ポンプ,低圧持続
吸引器,空気除菌・脱臭装置,AED,麻酔器は保守点検に関する計画を策定し、医療機器安全管理専門委員会にて承認
された後、ＭＥ機器センター臨床工学技士ならびに製造販売業者が保守点検を実施している。保守点検後は,その状
況を月報として医療機器安全管理責任者に報告し、最終的には病院長が委員長となっている医療安全管理委員会に
提出されている。上記の医療機器は,始業点検・終業点検,使用中点検についても医療機器保守・点検業務手順書に
則り実施している。なお、医療機器不具合時の対応法について院内ネットワークで閲覧できる状態であり、不具合
機器は医療機器修理依頼書とともにME機器センターに持参してもらっている。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療安全情報で医療機器の不具合等に関する事例が報告された際、医療の質･安全管理部と連携を図り対象となる
医療機器を扱う部署やスタッフへの周知を行う。また、医療機器の安全使用のための研修会の中でも医療事故に関
する説明を行うこともある。WEBによる研修を行うことによって、より多くのスタッフが受講できるようになった。 
医療機器の添付文書はME機器センターで管理するとともに,院内ネットワーク上で何時でも閲覧できる。 

ME機器センター職員は、WEBによるセミナーや研修会を受講することにより、より充実した医療機器の保守管理・操
作の業務に従事している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
管理者を議長として毎週開催される「医療安全対策に関するカンファレンス」及び毎月開催される
「医療安全管理委員会」のメンバーとして医療安全管理責任者をはじめ、医療安全管理部門の医療
安全管理者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、医療放射線安全管理責任者が出席
しており、各所掌事項の報告や検討事項について情報を共有している。特に組織横断的に病院全体
での検討が必要な事項等においては、医療安全管理責任者と相談した上で、医療安全管理委員会に
諮り審議している。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（１２名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

○医薬品の安全使用のために必要となる医薬品の使用状況の確認及び関連情報の整理 
医薬品安全管理責任者が指名した薬剤師（担当薬剤師）は、病院情報システムから得られたデー

タ、薬剤部疑義照会システムに記録されたデータ並びに薬剤部病棟業務カンファレンスで報告され
た事例等を基に、院内における医薬品の使用状況を月１回定期的に確認している。その結果を踏ま
えて、医薬品安全管理責任者は、重要な添付文書情報、緊急安全性情報、安全性速報、適応外使用
・禁忌医薬品使用・未承認医薬品使用（「適応外使用」、「禁忌医薬品使用」及び「未承認医薬品等」
の医薬品安全管理に係る情報）を確認・整理している。 

○医薬品の適正使用に係る情報の院内周知及び周知状況の確認 

医薬品安全管理責任者は、担当薬剤師より報告された情報を医療安全管理委員会へ報告し、本委

員会の判断の下に、必要に応じて医療安全管理部より院内全体に対し医薬品の適正使用のための注

意喚起情報を周知している。“リスクマネージャー連絡会議の通達内容”および日本医療機能評価

機構から発信される“医療事故情報収集等事業・医療安全情報”については、院内各部署に書面で

配付し、署名にて周知状況を確認している。 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

○適応外使用及び禁忌医薬品使用に関する情報収集と確認 
担当薬剤師による適応外使用及び禁忌医薬品使用に関する情報を月 1回定期的に収集した内容に

ついて、医薬品安全管理責任者が確認している。また、報告された適応外使用をとりまとめ、月に一度、
薬剤部長（医薬品安全管理責任者）、副薬剤部長、医薬品情報室長、薬剤師 GRM、医療安全支援室長
等をメンバーとする「医薬品の適応外使用評価部会」を薬剤部内で開催している。リスク分類は、日本病
院薬剤師会作成の「ハイリスク薬に関する業務ガイドライン Ver.2.2」を参考に適応外使用によるリスクとベ
ネフィットを評価検討し、診療科に対して適応外使用の理由書提出または倫理委員会への申請依頼を行
っている。 

○未承認医薬品の使用状況の確認 

担当薬剤師による未承認医薬品の使用状況等を月 1回定期的に確認した内容について、医薬品安

全管理責任者が確認している。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 



 
 
 

 

（所属：薬剤部，職種 副薬剤部長     ） （所属：薬剤部，職種 医療安全支援室長 ） 

（所属：薬剤部，職種 調剤室長      ） （所属：薬剤部，職種 麻薬室長     ） 

（所属：薬剤部，職種 注射剤調剤室長   ） （所属：薬剤部，職種 製剤室長     ） 

（所属：薬剤部，職種 病棟薬剤業務支援室長） （所属：薬剤部，職種 医薬品情報室長  ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：各科監査担当医師と診療情報管理士が毎月実施する診療録記載監査の中から、患者への説明記録及び同

意取得に関する結果をまとめて、院内諸会議にて報告している。またリスクマネージャー会議においても

同結果をもとに、部署リスクマネージャー等を通じて規定の遵守について指導を行っている。 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

・毎月実施する診療録の監査実施と集計結果報告 

   実施者：監査担当医師 222名、診療情報管理士 9名 

   量的点検：全入院診療録（入院診療計画書、退院時サマリ、手術記録、診療記録等） 

   医学管理料等及び質的点検：入院診療録 約 300例／月平均、外来診療録 300例／月 

・監査の集計結果について院内諸会議及び診療科（監査担当医師）へ報告、院内グループウエア内

フォルダに掲載し公表する。監査結果の不備について主治医宛に症例別報告書に通知し、必要に

応じ直接医師へ連絡する。 

・放射線検査及び病理検査の全報告書の既読状況について、毎週各診療科へ報告、毎月医療の質安

全管理部へ報告する。未読について医療の質安全管理部が確認と指導を行う。 

・入職時のオリエンテーションにて「診療録等記載マニュアル」（本院作成）をもとに、診療録の

記載の原則及び運用上のルール等を説明する。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（５）名、専任（２）名、兼任（１８）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（８）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 



 
 
 

 

 うち看護師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（４）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

(1) 医療の安全性の確保及び向上に係る方策の立案、推進及び検証に関すること 

(2) 医療安全管理に係る教育・研修の実施に関すること 

(3) 医療に係る安全の確保に資する診療状況の把握及び従業者の医療安全に対する意識向上の状

況確認に関すること 

(4) 事故その他医療の質・安全管理部において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事

象が発生した場合における診療録その他診療に関する記録の確認、当該事象に関わる患者又はそ

の家族への説明、当該事象発生の原因究明その他の対応状況の確認及び当該確認の結果に基づく

従業者への必要な指導に関すること 

(5) 高難度新規医療技術の提供の適否等に関すること 

(6) 未承認新規医薬品等の提供の適否等に関すること 

(7) 医療安全管理に係る連絡調整業務に関すること 

(8) 医療安全管理マニュアルに関すること 

(9) 熊本大学病院医療安全管理委員会に係る事務に関すること 

(10) 職員のメンタルヘルス支援に関すること 

(11) 医療事故及び医療紛争の当事者及びその家族の心理的支援に関すること 

(12) 医療の質・安全管理部長が必要と判断する患者及びその家族への心理的支援に関すること(前

号に規定する業務を除く。) 

(13) その他医療の質及び医療安全管理に関し必要な事項 

 

・医療安全に資する診療内容についてのモニタリングの具体例： 

 ・手術室、内視鏡室、造影室、透視室のタイムアウト巡回、病棟の人工呼吸器巡回を GRMで実施し
た。結果はすべて部署にフィードバックした。 

 ・画像診断所見と病理診断所見確認システムを導入しており、各診療科に結果をフィードバックし
た。また、令和元年度から、画像診断所見における、依頼内容以外の重要所見について診療の進捗
を確認し主治医へフィードバックしている。重要なインシデントは発生していない。 

・令和 5年 1月から、診療科により安全な手術を再認識してもらうことを目的とし、医療の質・安

全管理部において、手術から２４時間及び７日以内に行った再手術のモニタリングを開始し、毎月

のモニタリング結果を該当の診療科へ通知している。 

・令和 5年 6月から、中央検査部より算出された診療科毎のパニック値に基づき、医療の質・安全

管理部がカルテ上で確認している。 

 

・従事者の医療安全の認識についてのモニタリングの具体例： 

 「医療安全のための講演会」の受講状況について随時把握し、未受講者については eラーニングを



 
 
 

 

受講するよう指導している。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（１０件）、及び許可件数（１０件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 診療科等の長から申請を受理した場合において、当該申請の内容を確認するとともに、高難度

新規医療技術評価委員会に対し、高難度新規医療技術の提供の適否等について意見を求めること 

(2) 前号の意見の求めに応じ、高難度新規医療技術評価委員会が述べた意見を踏まえ、高難度新規

医療技術の提供の適否等について決定し、申請を行った診療科等の長に対し、その結果を高難度

新規医療技術提供審査結果通知書により通知すること 

(3) 高難度新規医療技術の適正な手続に基づく提供に関し、定期的に、及び術後に患者が死亡した

場合その他必要な場合には、診療録等の記載内容の確認すること 

(4) 高難度新規医療技術の適正な手続に基づく提供について、従業者の遵守状況の確認を行うこと 

(5) 高難度新規医療技術の提供の適否等について決定したとき、及び前号の従業者の遵守状況の確

認をしたときに、その内容について病院長に報告すること 

(6) 高難度新規医療技術評価委員会に係る事務を行うこと 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（１件）、及び許可件数（１件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有



 
 
 

 

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 診療科等の長から申請を受理した場合において、当該申請の内容を確認するとともに、未承認

新規医薬品等評価委員会に対して、未承認新規医薬品等の使用の適否等について意見を求めるこ

と 

(2) 前号の意見の求めに応じ、未承認新規医薬品等評価委員会が述べた意見を踏まえ、未承認新規

医薬品等の使用の適否等について決定し、申請を行った診療科等の長に対し、その結果を未承認

新規医薬品等使用審査結果通知書により通知すること 

(3) 未承認新規医薬品等の適正な手続に基づく使用に関し、定期的に、及び使用後に患者が死亡し

た場合その他必要な場合には、診療録等の記載内容を確認すること 

(4) 未承認新規医薬品等の適正な手続きに基づく使用について、従業者の遵守状況の確認を行うこ

と 

(5) 未承認新規医薬品等の適否等について決定したとき及び前号の従業者の遵守状況を確認した

ときに、その内容について病院長に報告すること 

(6) 委員会に係る事務を行うこと 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 241件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 155件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

1. 報告の実施状況（発生内容や頻度、その後の患者の転帰等）の確認と、確認結果の管理者への

報告 

2.報告等の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための従業者への研修及び指導 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名： 旭川医科大学病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名： 徳島大学病院 ）・無） 



 
 
 

 

・技術的助言の実施状況 

技術的助言等はなかった。 

 

 

 

 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者様やご家族からの医療の安全管理に係る相談等に対応する窓口として「患者相談室・医療安全相

談室」を設置しており、直接の相談や電話による相談に対して適切に応じる体制を整えている。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

新規採用者、中途採用者のオリエンテーションとは別に、医療に係る安全管理のための職員研修を 

全職員を対象に年２回実施しており、医療の質・安全管理部からの重要な伝達事項（例：高難度新規

医療技術、未承認新規医薬品等を用いた医療の提供について）や、インシデントに関連したテーマの

講演会（例：患者誤認について、インシデント後のメンタルケア等）を実施している。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

※いずれも、公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

管 理 者 ：令和４年度第５回特定機能病院管理者研修[継続](R5.2.2)オンライン受講済 

医療安全管理責任者：令和年４度第１回特定機能病院管理者研修[継続](R4.11.11)オンライン受講済 

医薬品安全管理責任者：令和４年度第６回特定機能病院管理者研修[継続](R5.2.20)オンライン受講

済 

医療機器安全管理責任者：令和４年度第１回特定機能病院管理者研修[初回](R4.11.30)オンライン受

講済 

（注）前年度の実績を記載すること 



 
 
 

 
 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

日本医療機能評価機構による病院機能評価一般病院３（３rdG：Ver.2.0）の更新審査を令和元年

８月に受審し、令和２年３月６日付で認定。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

熊本大学病院ホームページにて審査結果報告書を公表している。 

掲載箇所 ： https://www.kuh.kumamoto-u.ac.jp/kuh/28.html 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

審査の結果、課題として取り組むことを推奨された事項について、院内会議体等で共有するとと

もに定期的に各事項の進捗管理を行い、課題解決を図っている。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

 

医師免許を有し、医療法（昭和２３年法律第２０５号）の規定に則った

者であるとともに、人格が高潔で学識に優れ、次世代の医療に貢献すべく

先端医療研究の推進、優れた医療人の育成および病院の管理運営に関し識

見を有し、以下の点に合致する者 

   １．医療安全管理業務に対する知見・経験 

   ２．病院の管理運営・経営に必要な能力 

   ３．熊本大学病院に求められるミッションの遂行 

 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

国立大学法人熊本大学病院長候補者選考規則を熊本大学ホームページ 

で公表。 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 

病院の管理運営・経営等に関する重要事項及び病院長候補適任者の選考に関する事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

 

院内コミュニケーションシステム（ガルーン）により、資料・議事録を掲載し周知 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

  熊本大学規則集システムやガルーンに掲載し公表 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

馬場 秀夫 ○ 医師 
病院長、総合臨床研究

部長 

坂上 拓郎  医師 

副病院長、呼吸器内科

長、高度医療開発セン

ター長 

田中 靖人  医師 
副病院長、消化器内科

長 

安永 純一朗  医師 

血液内科長、膠原病内

科長、中央検査部長、

輸血・細胞治療部長、

感染免疫診療部長 

向山 政志  医師 

副病院長、腎臓内科

長、腎・血液浄化療法

センター長、総合臨床

研修センター長 

松村 剛  医師 
糖尿病・代謝・内分泌

内科長、栄養管理部長 

辻田 賢一  医師 循環器内科長 

植田 光晴  医師 脳神経内科長 

松井 邦彦  医師 総合診療科長 

福井 寿啓  医師 心臓血管外科長 



 
 
 

 
鈴木 実  医師 呼吸器外科長 

宮本 裕士  医師 消化器外科長 

山本 豊  医師 乳腺・内分泌外科長 

日比 泰造  医師 
小児外科長、移植外科

長 

神波 大己  医師 副病院長、泌尿器科長 

近藤 英治  医師 産科長、婦人科長 

中村 公俊  医師 副病院長、小児科長 

宮本 健史  医師 
整形外科長、リハビリ

テーション部長 

福島 聡  医師 
皮膚科長、中央材料部

長 

増口 信一  医師 形成外科長 

井上 俊洋  医師 眼科長 

折田 頼尚  医師 
耳鼻咽喉科・頭頸部外

科長 

中山 秀樹  歯科医師 歯科口腔外科長 

平井 俊範  医師 

副病院長、画像診断・

治療科長、中央放射線

部長 

大屋 夏生  医師 放射線治療科長 

竹林 実  医師 神経精神科長 

武笠 晃丈  医師 脳神経外科長 

平田 直之  医師 

麻酔科長、集中治療部

長、中央手術部長、ME

機器センター長 

三上 芳喜  医師 病理部長 

入江 弘基  医師 救急部長 

中村 太志  医師 
医療情報経営企画部

長 

齋藤 秀之  薬剤師 薬剤部長 

笠岡 俊志  医師 
災害医療教育研究セ

ンター長 

野坂 生郷  医師 がんセンター長 

吉武 淳  医師 緩和ケアセンター長 

山本 治美  看護師 副病院長、看護部長 

横山 俊朗  臨床検査技師 医療技術部長 

近本 亮  医師 
副病院長、医療の質・

安全管理部長 

中田 浩智  医師 感染制御部長 

山下 恵太  事務職員 
副病院長、病院事務部

長 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 

熊本大学規則集システムによる公表 
 
 ・ 規程の主な内容 
 

「熊本大学病院規則」、「熊本大学学則」 
 

病院規則において、「特定機能病院の管理者として管理運営に関する権限に基づき、業務を
総括し、所属職員を監督する。」と規定されている。また、病院長は、戦略、病院経営担当の
副学長として任命されており、熊本大学学則の規定に基づき、学長を助け、命を受けて校務 
（病院経営等）をつかさどっており、開設者である学長から当該校務に係る権限を与えられ 
ている。 

 
 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 

・副病院長：病院長の職務の一部を補佐 
    ・病院長特別補佐：病院長が命ずる病院における特別な事項を担当し、病院長を補佐 
 
 
 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 

病院長、副病院長及び病院長特別補佐の病院中枢の執行部が、病院運営の課題や将来の展望
・方向性等を意見交換し共通理解を図ることを趣旨とした「病院運営カンファレンス」におい
て、構成員は各担当分野について問題意識をもって同会議に臨んでいる。 
また、新たなセンター等の組織の設置や中期目標・中期計画の推進等、病院運営における重

要事項を検討するＷＧやＰＴの座長に副病院長を指名し、副病院長のマネジメント力のスキル
アップを図っている。 
さらに、新型コロナウイルス感染症に係る対応において、情報把握を行うとともに関連部署

と連帯を強化して総合的かつ有効な対策を迅速に講ずるため、本部長（病院長）、副本部長（
診療活動担当副病院長）等から構成される「新型コロナウイルス対策本部」を設置し、本院に
おける対応方針及び対策の意思決定や熊本県等関連機関との連携調整等を行っている。 
本対応等を通して、対策本部構成員の危機管理マネジメント力のスキルアップが図られると

ともに、対策本部の決定事項等発信体制の整備、強化により、病院一体となった危機管理意識
の向上が図られている。 

 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

  本院の医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、

医療機器安全管理責任者等の業務の状況について病院長から報告を求め、又は必要に応じ確認を実

施するとともに、必要に応じ医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう意見を述べる。  

また、監査報告書を学長に提出するとともに、監査結果を公表する。 

 

 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

  熊本大学ホームページによる公表 

 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

西平 淳子 

 

琉球大学病院

安全管理対策

室 

○ 医療安全管理に

関する見識を有

する者 

有・無 1 

森髙 啓喜 森髙・吉見法律

事務所 

 法律に関する見

識を有する者 

有・無 1 

馬見塚 まゆ

み 

がんサロンネ

ットワーク 

 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

熊本大学監事監査において、法令等に従い、業務の適正かつ効果的、効率的、経済的な運営を
図ること及び会計経理の適正を確保するための監査を実施。 

   熊本大学内部監査において、業務の有効性及び効率性並びに業務処理の適法性について検証す
るとともに、リスク・マネジメント、内部統制及びガバナンス・プロセスの有効性について評価
し、その結果に基づき是正又は改善のための助言、提言を行うための監査を実施。 

 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 

熊本大学ホームページによる公表 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

外部有識者を含めた７名の委員で構成する熊本大学病院アドバイザリー会議を設置しており、
令和４年度の会議を令和５年１月１２日に開催した。 
同会議において、新型コロナウイルス感染症への対応状況、病院経営の課題と戦略、地域医療

連携体制強化の取組、医師の働き方改革に係る取組、教育・研究機能強化の取組等について意見
交換が行われた。 

 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 

熊本大学ホームページによる公表 
 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：熊本大学病院アドバイザリー会議 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

富澤 一仁 理事・副学長 ○ 有・無 

笠原 慶久 株式会社肥後銀行 代表取締役頭

取 

熊本経済同友会代表幹事 

 有・無 

田嶋  徹 熊本県副知事  有・無 

村田 信一 熊本大学同窓会連合会会長 

熊本大学武夫原会会長 

 有・無 

赤木 由美 九州旅客鉄道株式会社 

上席執行役員総合企画本部 

副本部長兼経営企画部長 

 有・無 

水田 博志 熊本市民病院 熊本市病院事業

管理者 

 有・無 

福田  稠 熊本県医師会会長 

医療法人社団 愛育会 福田病院 

理事長 

 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

メール、院内コミュニケーションシステム（ガルーン掲示板）への掲示 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

本院ホームページ、熊大病院ニュース（年２回発行）、熊大病院概要（毎年度発行）等を

活用し、本院の役割に関する情報を発信している。 

   ２０２３年２月には広く一般の方々にも各診療科の特徴や診療内容を知ってもらうことが 

安定的な病院経営の維持や地域に根ざした病院運営に繋がっていくものと考え、各診療科の 

診療内容等を手軽に知っていただく取り組みとして、本院ホームページ及びYouTubeに診療科 

の特徴や診療内容を案内するスライド動画の掲載を行った。また、地元メディア等からの取 

材依頼に積極的に応じ、熊本県で唯一の特定機能病院として、その果たすべき役割について 

地域に広く情報発信している。 

 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

当該科からのコンサルテーションシートに基づき、他科の診療科が必要に応じて診療・治

療・検査等を連携して行う。 

 

 

 

 

 


